
（平行開閉チャック）

正しく掴むことに徹する平行開閉チャックです

正しくつかむ能力は、妥協しない設計思想に裏付けされます。
発明功労賞受賞と数十万個の実績で評価された MEPAC の品質
は、チャックをチャックらしくするために、こだわりつづけた
結果です。
MEPAC の確かな機能を FA にご活用ください。

自動組立システムや機械を企画・設計する場合は、

「正しく掴む」要素技術を確立し信頼性を上げな

ければなりません。私たちは自動組立システムの

メーカーであるがゆえ信頼性の確保に苦しみなが

ら数多くの特許を持った高性能・高品質の平行開

閉チャックを開発してこの要素技術を確立しまし

た。ツーピストン駆動・スプリングプリローダ・

ダブルオーバラップローラガイド等の最新機構は

日本発明振興協会より権威ある発明功労賞を受賞

しています。MEPAC は外観からうかがい知れな

い緻密な構造が秘められた正に類なきチャックと

いえます。自動組立システムやコンポーネントの

設計・製作には MEG の MEPAC 平行開閉チャッ

クをご利用ください。



 A-1

チ
ャ
ッ
ク

MEG Parallel Air Chuck

Pageindex

A-2機種選定

A-26

A-38

A-42

A-48

スタンダード

テイスト

オールマイティ

スマート

A-6

A-14

A-24

エコ

エコ マルチ

電動（アンクランプ）

A-52

A-56

A-62

マイクロ

ショート

フローティング

A-68

A-72

A-74

A-76

A-78

A-80

A-82

A-84

A-89

A-90

A-92

設計上の注意

取付上の注意

配管上の注意

取扱い上の注意

開閉動作確認センサ VR15

開閉動作確認センサ CS101-A

開閉動作確認センサ 0,2,3H/V

開閉動作確認センサD13,E33,D14,E34

センサ VR15用 センサバンド

フロート位置検出センサ FLS-01

用途

eco model

average model

personality model

エコ エコ マルチ

スタンダード

テイスト

オールマイティ

マイクロ

フローティング

ショート

スマート

電動（アンクランプユニット）
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チ
ャ
ッ
ク

（平行開閉チャック）

ストローク（mm） センサ数 ページ4 5 6 8 10 12 16

センサ付
○
○

○
○ 1・2 A-38

センサ付
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○ 1・2 A-42

センサ付
○
○

○
○ 1・2 A-48

NO
NC

○
○ A-52

NO
NC

○
○

○
○ A-56

○ ○ A-14

NO & NC

センサ付
NO & NC

○ ○ A-6

NO & NC ○

○

A-6

センサ付 ○ ○

○

○ A-14

1・2

1・2

センサ付 ○ ○ A-241・2

1・2 A-14

センサ付 ○ ○
○○

○ ○

各1
A-62

NO
NC

NO
センサ付 ○ ○

○○
○○

3mm

○

1
A-26

センサ付
○
○

○
○ 1・2 A-38

センサ付
○
○

○○
○ 1 A-26

NO
センサ付

○
○

○
○ 1・2 A-48

NO
NC

センサ付 ○○
○ ○

○○

○○
○ ○

○

○
○
○○

1・2
A-42

NO
NC

センサ付
NO & NC ○

機種選定

個
性
モ
デ
ル

personality m
odel

単　

動
スマート

オールマイティ

スタンダード

テイスト

ベーシックタイプ。
高クランプ力。

高クランプ力。
側面取付可能。

無限軌道リニアガイドで
長期安定把持。

ワイドストローク・コンパクト・高ク
ランプ力。

復　

動
スマート

オールマイティ

スタンダード

テイスト

ベーシックタイプ。
高クランプ力。

高クランプ力。
側面取付可能。

無限軌道リニアガイドで
長期安定把持。

ワイドストローク・コンパクト
高クランプ力。

標
準
モ
デ
ル

average m
odel

単　

動

マイクロ 超小型

ショート 短胴形状でオーバハング少ない。

フローティング 上下フローティング機構付。衝突
安全・供給検出可能。

エ
コ
モ
デ
ル

eco m
odel

単 

動

メ  

カ エコ マルチ（メカ） 外部駆動方式。センサも用意。
外径/内径把持両用。

復
動 エコ マルチ 外径 /内径把持両用。

多用途対応。センサも用意。

エコ マルチ 外径 /内径把持両用。
多用途対応。センサも用意。

エコ 小型でありながら大ストローク。
外径/内径把持両用。多用途対応。

電
動 アンクランプユニット メカタイプと組み合わせ電動化。

電磁弁感覚で簡単。

エコ メカ 外部駆動方式。
外径/内径把持両用。

●
●

用途の限定・安全上の注意は A-92 をご覧ください。
注意事項全般は A-68 ～をご覧ください。
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チ
ャ
ッ
ク

機種選定

ストローク（mm） センサ数 ページ4 5 6 8 10 12 16

センサ付
○
○

○
○ 1・2 A-38

センサ付
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○ 1・2 A-42

センサ付
○
○

○
○ 1・2 A-48

NO
NC

○
○ A-52

NO
NC

○
○

○
○ A-56

○ ○ A-14

NO & NC

センサ付
NO & NC

○ ○ A-6

NO & NC ○

○

A-6

センサ付 ○ ○

○

○ A-14

1・2

1・2

センサ付 ○ ○ A-241・2

1・2 A-14

センサ付 ○ ○
○○

○ ○

各1
A-62

NO
NC

NO
センサ付 ○ ○

○○
○○

3mm

○

1
A-26

センサ付
○
○

○
○ 1・2 A-38

センサ付
○
○

○○
○ 1 A-26

NO
センサ付

○
○

○
○ 1・2 A-48

NO
NC

センサ付 ○○
○ ○

○○

○○
○ ○

○

○
○
○○

1・2
A-42

NO
NC

センサ付
NO & NC ○

■ 注意
注 1. スタンダードの復動はオープンハンドで使用することもできますが、開き速度をあげるためピストン径が細いのでクラ

ンプ力が小さくなります。オープンハンドで使用する場合はできるだけオールマイティタイプより選定してください。

個
性
モ
デ
ル

personality m
odel

単　

動
スマート

オールマイティ

スタンダード

テイスト

ベーシックタイプ。
高クランプ力。

高クランプ力。
側面取付可能。

無限軌道リニアガイドで
長期安定把持。

ワイドストローク・コンパクト・高ク
ランプ力。

復　

動
スマート

オールマイティ

スタンダード

テイスト

ベーシックタイプ。
高クランプ力。

高クランプ力。
側面取付可能。

無限軌道リニアガイドで
長期安定把持。

ワイドストローク・コンパクト
高クランプ力。

標
準
モ
デ
ル

average m
odel

単　

動

マイクロ 超小型

ショート 短胴形状でオーバハング少ない。

フローティング 上下フローティング機構付。衝突
安全・供給検出可能。

エ
コ
モ
デ
ル

eco m
odel

単 

動

メ  

カ エコ マルチ（メカ） 外部駆動方式。センサも用意。
外径/内径把持両用。

復
動 エコ マルチ 外径 /内径把持両用。

多用途対応。センサも用意。

エコ マルチ 外径 /内径把持両用。
多用途対応。センサも用意。

エコ 小型でありながら大ストローク。
外径/内径把持両用。多用途対応。

電
動 アンクランプユニット メカタイプと組み合わせ電動化。

電磁弁感覚で簡単。

エコ メカ 外部駆動方式。
外径/内径把持両用。
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チ
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ッ
ク

（平行開閉チャック）

X9558

X9559

X9560

X9561

X9562

X9563T

X9564T

X9558B

X9559B

X9560B

X9562B

X9560FL

X9562FL

X9670

X9672

X9660

X9661

X9662

X9663

X9664

X9600

X9605

4

4

4

5

6

8

10

4

4

4

6

4

6

4

6

6

8

10

12

16

4

4

5.0

8.5 10.0

13.0 13.5

18.0

24.0 27.0

38.0

68.0

5.0 4.5

8.5 10.0

13.0 13.5

24.0 27.0

13.0 13.5

24.0 27.0

16.0

31.0

20.5 15.5

24.5 20.0

34.0 28.0

52.5 49.0

87.5 81.0

3.0

3.0

製品仕様に記載の使用圧力範囲内のクランプ力 センサ
除く

エコは
バネ力

NO NC 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

18

28

46

62

90

211

383

22

32

50

110

71

151

76.5

183

75

120

170

260

480

20

20

タイプ

スタンダード

テイスト

ショート

フローティング

スマート

オールマイティ

マイクロ

備考

クランプ力目安（N）
0.4MPa クランプ力範囲（N）

モデルNo. ストローク（mm）
質量
（g）

A-26

A-38

A-56

A-62

A-48

A-42

A-52

ページ

X9608-M

X9612-M

3

4エコ マルチ メカ

X9610-04

X9610-06

4

6

7.2

7.2

1.3

1.3

31

X9608B 4 4.2 1 18

31

エコ A-6

エコ マルチ
X9608-N 4 4.2 1 19

X9618-N 8 34 2.5 90

X9612-N 6 10.4 1.9 37
A-14

21

41
A-14

X9610M 4 34エコ メカ A-6

A-14

A-14

2

4

X9618-M 6 1004.3

3.2

■ 基本仕様　単動型

機種選定
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チ
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ッ
ク

■ 基本仕様　復動型

X9570

X9571

X9572

X9573T

X9574T

X9670

X9672

X9660

X9661

X9662

X9663

X9664

4

5

6

8

10

4

6

6

8

10

12

16

20.5

24.5

34.5

52.5

87.5

16.0

31.0

20.5

24.5

34.0

52.5

87.5

製品仕様に記載の使用圧力範囲内のクランプ力 センサ
除く

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

57

78

112

237

428

76.5

183

75

120

170

260

480

タイプ

スタンダード

テイスト

スマート

オールマイティ

備考

クランプ力目安（N）
0.4MPa

クランプ力範囲（N）
モデルNo. ストローク（mm）

質量
（g）

A-38

A-48

A-42

A-26

ページ

X9608-D

X9612-D

4

6

4.9

12.2エコ マルチ

19

37

X9618-D 8 37 90

A-14

2

0
0

4

6

8

10

12

5 10 15 20

把
持
力
（
N
）

単動（NO）閉時  実効把持力（0.5MPa時）
X9558, X9559

把持点（mm）

20

0
50

40

60

80

100

120

10 15 20 25 30 35 40 45

把
持
力
（
N
）

復動閉時  実効把持力（0.5MPa時）
X9570, X9571, X9572, X9573T, X9574T

把持点（mm）

X9559

X9558

X9570
X9571

X9572

X9573T

X9574T

オールマイティ閉時  実効把持力（0.5MPa時）
X9660, X9661, X9662, X9663, X9664

20

0
50

40

60

80

100

120

10 15 20 25 30 35 40 45

把
持
力
（
N
）

単動（NO）閉時  実効把持力（0.5MPa時）
X9560, X9561, X9562, X9563T, X9564T

把持点（mm）

X9560
X9561

X9562
X9563T

X9564T

20

0
50

40

60

80

100

120

10 15 20 25 30 35 40 45

把
持
力
（
N
）

把持点（mm）

X9660

X9661
X9662

X9663

X95664
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco model

エ
コ
/エ
コ
 メ
カ

エコ タイプ 　エコ メカ タイプ

20 年以上の実績を持つ MEPAC 平行開閉チャッ
クから生まれた、単動型のエコモデルです。
極小サイズでありながらワイドストロークに対
応したコンパクトモデルであり、従来の単動で
はなし得なかった NO, NC の機構の共通化を実
現しました。またスプリングクランプも可能で
あります。
生産現場の省スペース・省エネに貢献するエコ
ノミーなチャックです。
エコメカタイプは内蔵スプリングによる常時把
持式。把持解除を外部から駆動させるモデルで
あり、エア配管が困難な場所で確実なハンドリ
ングを実現します。

ショートボディでありながらワイドなストロークに
も対応。

6ストロークでは業界最小（当社調べ）

外形把持＆内径把持の両用ができます。
エアクランプ＆バネクランプの両用ができます。

1つのボディで豊富な把持仕様

単動型なので戻し工程はエア不要。エア消費量
の低減ができます。

環境にやさしい「省エネルギー」

単動型構造の採用で戻り工程のエア配管スペー
スを必要とせず、コンパクトなハンドリングを実現
します。

装置の省スペース化

4
単動 常時開（NO）,  常時閉（NC）

エアクランプ＆
バネクランプ可

○
6
○

エコ タイプ

エアが無い環境や配管が困難な場所に便利に使
えるチャックです。

エアーレス・配管レス

外形把持＆内径把持の両用ができます。

1つのボディで豊富な把持仕様

プッシュヘッドを押しつけることで開くメカニズ
ム。モータ機構の利用で開閉させればエアを使わ
ない省エネ・低騒音のシステムが構築できます。

環境にやさしい

エア配管スペースを必要とせずコンパクトなハン
ドリングを実現します。

装置の省スペース化

単動　常時開（NO）
外径把持＆内径把持可

4
○

エコ メカ タイプ

エコタイプ
エコメカタイプ
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

エ
コ
 / エ
コ
 メ
カ

エコ / エコ メカ

ローラ間の距離を長くとり、スムーズな動作で確
実なチャッキング。

独自ローラガイド機構

独自のローラガイド機構

エコ マルチ従来品 Ｅタイプ

支点間距離長い

剛性高く
耐久性に
優れる！

横モーメント
荷重に強い！

Ｅ型止メ輪付き

※修理対応可能

高把持力
長寿命

環境にやさしい

フィンガ部に基準溝付。爪の位置再現性の向上、
爪の位置ズレ防止に利用できます。

爪の位置ズレ防止

使用例 基準溝

基準ピン

アタッチメントに
組込済み

エコ タイプ
■ 把持仕様

外径把持 内径把持

Air IN

エア クランプ

Air OUT

バネ クランプ エア クランプ バネ クランプ

Air IN Air OUT

■ 開閉動作

エコ メカ タイプ

プッシュヘッドを外部から押すとピストンがスライドし駆動ローラがフィンガを押し把持を解除します。

押

ピストン

プッシュヘッド

フィンガ

駆動ローラ

外径把持 内径把持

バネ クランプ バネ クランプ
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco modelエコ タイプ 　X9608B・X9610

●

●

●

6 ストロークでは業界最小（当社調べ）

X9608B は業界最軽量。小さくてもしっかり
掴む極小チャックです。

1 つのボディで豊富な把持仕様。爪の取り付
け場所により、外径把持、内径把持可能です。

■ バリエーション

■ アタッチメント単品について

■ 基本仕様

アタッチメントを用意しました。詳細は寸法図にて

X9608B-04

X9608B-04-A X9610-06-A

X9610-06 X9610E-06
4 6

X9610-04 ○
X9608B-04 ○

X9610-06 ○
X9610E-04 ○
X9610E -06 ○

モデルNo.

（Ｅタイプ）

（Ｅタイプ）

ストローク  
（mm）

止メ輪付き

X9610E（Ｅタイプ）

X9610 06-
モデルNo.

X9608B
X9610

X9610E

ストローク
04 : 4mm
06 : 6mm

A-

アタッチメント
無記号 : オプションなし
　Ａ　 : アタッチメント付
　ＡＲ : アタッチメント逆取付

エア外径把持 バネ外径把持

※お客様での取付変更も可能です。

ARA動作方式 単動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

0.3 ～ 0.5MPa

180CPM（max）

±0.01mm

使用流体

使用圧力範囲

5～ 50℃周囲温度

リチウム系グリス潤滑

使用頻度

M3×0.5、 M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度

0～＋0.3mmストローク公差

※ 注意事項A-68～をあわせてご覧ください。

モデルNo. アタッチメント単品製品記号

X9608B CE-A08S

X9610 CE-A10S

アタッチメント単品の製品記号は下記のとおりです。

※爪取付通し穴仕様やブランク品も用意。
　お問い合わせください。
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

エコ タイプ

■ 型式

■ 備考説明

■ 実行クランプ力 ■ 把持点

エ
コ

X9608B-04
X9610-04

X9610E-04

4

4

5

10

2.5

5

18（24）

31（42）

F1 F2

※2・3・4 ※5・6

1

1.3

バネ
タイプ

単動

備　考

モデルNo.
最大許容荷重（N）

4.2

7.2

X9610-06
X9610E-06 6 10 5 31（42）1.37.2

エア

※1

実効クランプ力（N）ストローク
（mm）

質量
（g）

※ 1.

※ 2.

※ 3.

※ 4.
※ 5.

※ 6.

実効クランプ力の「エア」は空気圧 0.4MPa で、
把持点 L は 20mm での値です。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィンガ
が動作可能な範囲ではありません。
最大許容荷重は目安であり保証値ではありませ
ん。外力はできるだけ軽減させてください。
最大許容荷重の方向は右図のとおり。
アタッチメント質量は X9608B 用 6g、X9610 用
11g（1 セット）。
質量（　）はアタッチメント付の場合です。

F2

F1 F1

H

L

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

10

20

30

40

10 20 30

0.3M
Pa

0.4M
Pa

0.5M
Pa

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

10

20

30

5 10

0.3MPa

0.4M
Pa

0.5M
Pa

X9608B

X9610

L

ク
ラ
ン
プ
力
（

N
）

把持点：L（mm）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

20 4010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（

N
）

把持点：L（mm）

1
2
3
4
5
6
7
8

20 4010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

X9608B

X9610
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco modelエコ タイプ

エ
コ

■ 寸法図

X9608B-04

X9608B-04-A

爪取付

（エアポート）

12

2.
5

5
±
0.
1

9

5±
0.
1

2.
5

24
±
0.
1

2.5
13
15.5

32 1.5
33.5

2-Ｍ3（貫通）

R0.3以下

φ
22

5.51.
5

3.
1
 0 -0
.1

1.
5

4

13
.6

13
13

26

C0.2

φ
6h
7
 0 -0
.0
12

3.6

1.
2
+0
.0
2

 0

14
2×4-φ2.2

2-Ｍ3深6

M3　

10
 0 -0
.0
5 ※

※

※

図はエアが抜けている状態を
示します。
フィンガは 2ヶとも同じ部品
です。
ポートにエアが入るとフィン
ガは矢印の方向に各 2mm 動
きます。

4

20
～
(1
6)

11

4

2.5 5

2
2

4 
0 -0
.0
5

2×2-Ｍ2 12

※X9608B-04-AR はアタッチメントの取付方向が図と逆になります。
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

エコ タイプ

エ
コ

X9610

X9610E X9610- □ -A

φ2
φ3

15
.8

16
.4

10.5

※図はエアが抜けている状態を示します。
※フィンガは2ヶとも同じ部品です。
※エアが入るとフィンガは矢印方向に動きます。

（爪取付）

14

18
±
0.
1

h1
h1

h2

2-Ｍ3深6

36.5 2
38.5

3

6±
0.
1

9 15

6±
0.
1

3

27
±
0.
1

φ
10
h7
 0 -0
.0
15

 0 -0
.0
5

 0 -0
.1

φ
25

C0.5

4-Ｍ3深5

16
±
0.
1

6.52

4.
1 2

Ｍ5（エアポート）

溝幅1.2 15.5
19

4.6
3

+0.02
　0　　　

2×4-φ3.2
X9610-04 14.5 29

h1 h2

X9610-06 15 30

5.
2

5.
2

op

13

2.
5

2.
5

5
 0 -0
.0
5 14 6.5

20.5

3 5.7

2×2-Ｍ2.5

X9610-04 22.2～18.2
op

X9610-06 23.2～17.2

※型式 -ARはアタッチメントの取付方向が図と逆になります。



 A-12

（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco model

アタッチメントを用意しました。詳細は寸法図にて

エコ メカ タイプ 　X9610M

X9610M
X9610EM

●
●
●

エアーレス、配管レス。
1 つのボディで豊富な把持仕様
環境にやさしい「省エネルギー・低騒音」

■ バリエーション

■ 基本仕様

■ 型式

■ 最大把持点と最大許容荷重 ■ 備考説明

4
X9610M / X9610EM ○
モデルNo.

ストローク  
（mm）

動作方式 単動型／平行開閉
外部プッシャーによる
圧縮バネによる

120CPM（max）
±0.02mm

駆動方式
把持方式

5～50℃周囲温度
リチウム系グリス潤滑

使用頻度
ピストン：フィンガ  1：2ストローク比

繰返し位置精度

※ 注意事項A-68～をあわせてご覧ください。

X9610M
モデルNo.
X9610M

X9610EM

A-
アタッチメント
無記号：オプションなし
Ａ :アタッチメント付
ＡＲ :アタッチメント逆取付

X9610M
X9610EM 4 10 5 34

F1 F2

※4・5

タイプ

単動（外部）

備　考

モデル
No.

最大許容荷重（N）

※1 ※2 ※3

ストローク
（mm）

3.2

理論
クランプ力
（N）

16

開閉解除力
（N）

25

最大把持点
（mm）

質量
（g）

最大把持点

F2

F1

※ 1.

※ 2.
※ 3.
※ 4.

※ 5.

プ ッ シ ュ ヘ ッ ド と チ ャ ッ ク 本 体 の ス キ 間
0.5mm 位置。
爪の長さ 20mm の位置。
フィンガを完全に開かせるのに必要な力。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィン
ガが動作可能な範囲ではありません。
最大許容荷重は目安であり保証値ではありま
せん。外力はできるだけ軽減させてください。
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

X9610M

X9610EM X9610M-A

■ 寸法図

エコ メカ タイプ

エ
コ
 メ
カ

※図はスプリングによりフィンガが
　押されている状態。
※フィンガは2ヶとも同じ部品です。
※プッシュヘッドが押されるとフィン
　ガは矢印方向に動きます。

（爪取付）

16 φ
10

φ
25

φ
12
h7
 0 -0
.0
18

15
15 30
～
（
26
）

6.5

31.5 18～（16）

8.15 1.15+0.14 0

φ
11
.5

2.5 4

3±
0.
1

3
6
±
0.
1

9 15

6±
0.
1

3
2
4.
1 2

溝幅1.2　　　+0.02
　0　　　 15.5

19

4.6
3

2×4-φ3.2

2-M4
2-M3深6

20
±
0.
1

14
 0 -0
.0
5

 0 -0
.1

φ2
φ3

15
.8

16
.4

10.5

5.
2

5.
2

2.
5

2.
5

3 5.7

14

2×2-Ｍ2.5

5
 0 -0
.0
5

17
.2
～
（
21
.2
）

※X9610M-ARはアタッチメントの
取付方向が図と逆になります。
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco model

エ
コ
 マ
ル
チ

エコタイプを発売し、多くの自動組立機、
検査機など、産業機械のチャッキングパー
ツとして実績を上げています。
エコ マルチタイプは、エコ タイプの「外
径把持＆内径把持の両用ができる」など優
れた利便性を継承し、さらに使いやすく、
さらに広範囲な把持仕様に応えられるよう
に誕生したチャックです。

単動

復動 メカ

ストローク

単動 常時開（NO）, 常時閉（NC）

エコ マルチタイプ
●

復動 常時開（NO）, 常時閉（NC） ●

メカ 常時開（NO）, 常時閉（NC）

●はＥタイプあり
Ｅタイプはフィンガガイドピンに
Ｅ型止め輪を付けたモデルです。

● ● ○

●

3 4 6

●

○

8

○

E型止め輪付

4mmストローク 6mmストローク 8mmストローク

本　体
センタポート
オプション動作方式

センサオプション センタポート

アタッチメント

アタッチメント

単　動
無し

φ8

φ12

φ18
付き

復　動

メカ

豊富な機能
センサ
オプション

無し

付き

無し

1ヶ

2ヶ

アンクランプユニット メカニカルチャック

超簡単！
電動チャックメカチャックを電動化するアンクランプユニットです。

詳細はA-24

メカチャックを電動化！  電磁弁感覚で使えます

エコ マルチ タイプ
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

エコ マルチ タイプ

エ
コ
 マ
ル
チ

極薄 10mm ボディでありながら、φ8 シリンダ内
蔵で高把持力。
小ピッチ多連使いにも便利に活躍します。

4mmストロークで極薄ボディ

ショートボディでありながら、センサ取付も可能な
ワイドストローク仕様。
装置をコンパクトに構築できます。

6mmストロークセンサ付では業界最小（当社調べ）

10mm

ショート
ボディ

フィンガ部に基準溝付。爪の位置再現性の向上、
爪の位置ズレ防止に利用できます。

爪の位置ズレ防止

使用例 基準溝

基準ピン

アタッチメントに
組込済み

ローラ間の距離を長くとり、スムーズな動作で確
実なチャッキング。

独自のローラガイド機構

独自のローラガイド機構

支点間距離長い

剛性高く
耐久性に
優れる！

止メ輪付きで
横モーメント
荷重に強い！

高把持力
長寿命

環境にやさしい Ｅタイプ

修理
対応可能

従来の同等把持力のエアチャックに比べて
質量1/2。

8mmストローク 超軽量

質量

1/2 従来の
同等把持力の
エアチャック

ワイド
ストローク
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco model

エ
コ
 マ
ル
チ

エコ マルチ タイプ

■ 用途例

インデックステーブルの治具として
メカタイプを使えばワーク保持も簡単。

ガイド付きシリンダとして
ガイド付きシリンダとして省
スペース化に貢献。
ワークプッシャなど便利に活
用できます。

ロボットの多連ヘッドに
高把持力だからロボットヘッ
ドが小型化できます。

MEG PPUと組合わせて
MEGのピック＆プレースユ
ニットと合わせて高速・安定
供給を実現！
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

エコ マルチ タイプ

エ
コ
 マ
ル
チ

■ 開閉動作 ■ 把持仕様

単動タイプ

エアポートB エア「切」 エアポートA エア「入」

押された状態

エアポートからエアが入るとピストンを押し駆動ローラが
フィンガを押し閉じます。

復動タイプ
エアポートAからエアが入るとピストンを押し駆動ローラが
フィンガを押し閉じます。

メカタイプ
プッシュヘッドを外部から押すとピストンが押され駆動ロー
ラがフィンガを押し開きます。

ピストン
エアポートＡ

エアポートＢ

駆動ローラ

フィンガ

プッシュヘッド

ピストン

駆動ローラ

フィンガ

ダンパ
押

内径把持

エアクランプ

※Bポートエアでのクランプは把持力が
　弱くなり性能が出ません。

※外力によるクランプはチャックの
　早期故障の恐れがあります。

バネクランプ

外径把持 内径把持

エア「切」 エア「入」

ピストン
エアポートＡ

バネ

駆動ローラ

フィンガ

外径把持

エアクランプ バネクランプ

外径把持 内径把持
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco modelエコ マルチ タイプ  X9608, X9612, X9618

X9618-D(N)-S

X9612-D(N)-S

X9608-D(N)-S

X9618-D(N)-A

X9612E-D(N)-A

X9608E-D(N)-A

X9618-M-A

X9612-M-A

X9608-M-A

●

●

シリンダ径φ 8、φ 12、φ 18 の 3 種類に、
単動、復動、メカの 3 駆動方式を用意。用途
に合わせて選べます。

1 つのボディで豊富な把持仕様。爪の位置を
付け替えるだけで外径または内径把持両用が
できます。

■ バリエーション

E型止め輪付

3 センサ

X9608-N（D）
4
○

6

○X9608-M ○

アタッチメント

○
○X9612-N（D） ○○

○X9612-M ○○
X9618-N（D） ○○

○

8

○
X9618-M ○○

○
Eタイプ

○
○
○

○○
モデルNo.

ストローク  
（mm）

EタイプはフィンガガイドピンにE型止メ輪付。
モデルNo. X96□□E

センターポート
オプション
無記号 : なし
　　Ｃ : センターポート

アタッチメント
無記号 : なし
　　Ａ : アタッチメント付
　ＡＲ : アタッチメント逆取付

単動：エア外径把持
復動：エア外径把持

単動：バネ外径把持
復動：エア内径把持

※メカタイプは図と逆にな
　るのでご注意ください。
※お客様での取付変更も
　可能です。

※ケーブル長さは3mも用意しています。
　記号末尾の数字を「3」にしてください。
　例：D14L3
※センサ詳細 A-84

X9608-
モデルNo.
X9608
X9612
X9618
X9608E
X9612E

D : 復動
N : 単動
M : メカ

付属センサ
無記号 : なし
　　Ｓ : 1ヶ
　ＳＳ : 2ヶ

D-C -S -D14L1S-A
センサ仕様
無記号：Ｅ34L1（2線 1m、直角）
E33L1：Ｅ33L1（3線 1m、直角）
D13L1：Ｄ13L1（3線 1m、後方）
D14L1：Ｄ14L1（2線 1m、後方）

ARA単動・復動
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

エコ マルチ タイプ

エ
コ
 マ
ル
チ

■ 基本仕様（単動・複動）

■ 型式

■ 基本仕様（メカ）
動作方式 単動型・復動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）
0.3 ～ 0.5MPa

単動 120CPM / 復動 180CPM
±0.01mm

使用流体
使用圧力範囲

5～ 50℃周囲温度
無給油給油

使用頻度
M3×0.5  M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度
0～＋0.3mmストローク公差

動作方式 単動型／平行開閉
外部プッシャーによる
圧縮バネによる

単動 120CPM（max）

±0.02mm

駆動方式
把持方式

ピストン：フィンガ 1：2（X9618 は 1：1.7） ストローク比

5～ 50℃周囲温度
使用頻度

繰返し位置精度
X9608：13N,X9612：16N,X9618：25N開閉解除力（min）

X9608-N
X9612-N

4
6

5
10

2.5
5

19（25）
37（48）

F1 F2

※4・5・6

1
1.9

バネ
タイプ

単動

備　考

モデルNo.
最大許容荷重（N）

4.2
10.4

エア

※2・3※1 ※7・8

実効クランプ力（N）ストローク
（mm）

質量
（g）

2
2

X9618-N 8 30 15 90（114）2.534 2

X9608-M
X9612-M

3
4

5
10

2.5
5

21（27）
41（52）

2
4メカ

ー
ー

2
2

X9618-M 6 30 15 100（124）4.3ー 2

X9608-D
X9612-D

4
6

5
10

2.5
5

19（25）
37（48）

ー
ー復動

4.9
12.2

2
2

X9618-D

X9608E-N
X9612E-N

X9608E-M
X9612E-M

X9608E-D
X9612E-D

8 30 15 90（114）ー37 2

センサ
取付数

■ 備考説明

■ アタッチメント単品について

※ 1.
※ 2.

※ 3.

※ 4.

※ 5.

※
※

※ 6.
※ 7.
※ 8.

X96 □□ E は E タイプとなります。
実効クランプ力の「エア」は空気圧 0.4MPa で、
把持点 L は 20mm での値です。
復動はポート A にエアを入れた場合です。
ポートＢはクランプ力が小さくなります。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィン
ガが動作可能な範囲ではありません。
最大許容荷重は目安であり保証値ではありま
せん。外力はできるだけ軽減させてください。

アタッチメント単品の製品記号は右のとおりです。
※爪取付通し穴仕様やブランク品も用意。
　お問い合わせください。

注意事項 A-68 ～をあわせてご覧ください。
メータインのスピードコントローラを使用してください。

最大許容荷重の方向は下図のとおり。
質量（　）はアタッチメント付の場合です。
ア タ ッ チ メ ン ト の 質 量 は X9608 用 6g、
X9612 用 11g、X9618 用 24g（1 セット）。

F2

F1 F1

ポートA

モデルNo. アタッチメント単品製品記号

X9608 CE-A08S

X9612 CE-A12S

X9618 CE-A18S
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco model

エ
コ
 マ
ル
チ

エコ マルチ タイプ

■ 実効クランプ力

■ 把持点

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm） 把持点：L（mm） 把持点：L（mm）

X9608-N

2

4

6

8

20 4010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

ク
ラ
ン
プ
力
（
N
）

把持点：L（mm） 把持点：L（mm） 把持点：L（mm）

※バネクランプの場合の L寸法は
　X9608：20mm、X9612：30mm、
　X9618：40mm（max）

X9608-D

2

4

6

8

20 4010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

X9612-N

5

10

15

20

20 40 5010 30

0.3MPa

0.4MPa
0.5MPa

X9618-N

10

20

30

40

50

20 40 50 6010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

X9612-D

5

10

15

20

20 40 5010 30

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

X9618-D

10

20

30

40

50

20 40 50 6010 30

0.3MPa
0.4MPa

0.5MPa

L

H

L

X9608 X9612

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

10

20

30

5 10

0.3M
Pa

0.4M
Pa

0.5M
Pa

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

20

40

10

30

50

60

10 20

0.3MPa

0.4MPa

0.5M
Pa

X9618

把
持
点
：

L（
m

m
）

オーバハング量：H（mm）

20

40

10

30

50

60

10 20 30

0.3MPa
0.4MPa

0.5MPa
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

エコ マルチ タイプ

エ
コ
 マ
ル
チ

■ 寸法図

X9608-N  X9608-D

-A アタッチメント取付時 X9608E X9608-M

X9608-M-A

センサ仕様

ツメ取付穴

（オプション）

13
～
（
11
）
13
～
（
11
）

114
2.
5
5
9

5
24

2.5
3.6

12

φ
5h
7

20

C0.2

Ｒ0.3以下
6

10

2-M2.6深4ピン用溝幅1.2
2×4-φ2.2

2-M3（貫通）

1.
5

3.
1
1.
5

5.5
20.5 10.5

39 1.5
40.5

2.
4

10
M3（エアポートA）

M3（エアポートB）

15.5

MAX94.5

D13,D14

E33,E34

 0 -0
.1

 0 -0
.0
5

センタポートM3

 0 -0
.0
12+0.02

  0

4
4

20
～
16

2.5 5

12

24 
0 -0
.0
5

2×2-M2

※型式 -ARはアタッチメントの
　取付方向が図と逆になります。

9.5

14
.4

11
.8

φ2

φ3

39 5.5 ～（4）
44.5～（43）

φ
7

3

13
～（
11
.5
）
13
～（
11
.5
）

16
～
19
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco model

■ 寸法図

X9612-N  X9612-D

-A アタッチメント取付時 X9612E X9612-M

X9612-M-A

エ
コ
 マ
ル
チ

エコ マルチ タイプ

センサ仕様

ツメ取付穴

（オプション）

1.
5

15
3

6
9
6

27

4-M3深5

2×4-φ3.2

C0.2

23

Ｒ0.3以下

φ
6h
7

3
4.6

20

15.5

16

2-M3深65.2

7.
6

12

18

φ2H9深3

15
～
（
12
）
15
～
（
12
）

ピン用溝幅1.2　　　+0.02
  0

 0 -0
.0
12

 0 -0
.1

±
0.
02

±0.02

6.5
25.5 11.7

43 2
45

2
4.
1 2

M3（エアポートA）
M3（エアポートB）

5
16
.4

6 MAX11

D13,D14

E33,E34

センタポートM3

 0 -0
.0
5

 0 -0
.0
5

5.
2

5.
2

23
.2
～
17
.2

2.
5
5

14

3 5.7

2×2-M2.5

※型式 -ARはアタッチメントの
　取付方向が図と逆になります。

10.5

16
.4

φ2

φ3

18
.2

43 7～（5）
50～（48）

φ
10

4

15
～（
13
）
15
～（
13
）

17
.2
～
21
.2
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

■ 寸法図

X9618-N  X9618-D

-A アタッチメント取付時 X9618-M

X9618-M-A

エコ マルチ タイプ

エ
コ
 マ
ル
チ

ツメ取付穴

（オプション）

センサ仕様

37

2
21

4
8
13

8

30
.6

4
6
26.5

21

4-M4深8

2×2-φ4.2

10
h7

C0.2

R0.3以下

ピン用溝幅1.5  0 -0
.0
15

 0 -0
.1

 0 -0
.0
5

±
0.
02

22

15

11

6.5±0.02
　0

20
.5
～
（
16
.5
）

20
.5
～
（
16
.5
）

32.5 12.5

6.
8

23
.6

2-M4深8φ3H9深3

センタポートM5

24

51 2

53

3

6.
1 3

MAX10.5

D13,D14

E33,E34

7

M5（エアポートA)

M5（エアポートB)

8.5

4

8

16.3

4 7

2×2-M3

31
～
23

6
6

-0
.0
1

-0
.0
3

※型式 -ARはアタッチメントの
　取付方向が図と逆になります。

φ
15

51 9.5～(5.5)

60.5～(56.5)

4

20
.5
～
（
17
.5
）
20
.5
～
（
17
.5
）

23
～
29
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（平行開閉チャック）
チ
ャ
ッ
ク

eco model

エ
コ
 マ
ル
チ

アンクランプユニット  エコ マルチ メカタイプ

電動チャック簡単！超
アンクランプユニット
メカチャックにアンクランプユニットを

取り付けることで電動チャックが構成できます。

エアレスチャックメカチャックアンクランプ

｢電磁弁｣
感覚で
使える!!

電磁弁の手軽さ

頻 度 6 0 c p m

消費電力1 / 2 0
※弊社調べ

専用コントローラにより、信号 ON / OFF で開
閉する。従来の電磁弁同等の手軽さで使えます。

サイクルタイム 1 秒から使える。
高速応答のパルスモータ駆動です。

コントローラ
MPC010-UCP

無通電ワーク保持のため、
エアチャックに比べ消費電力は 1/20。
配管ロスやエア漏れ心配不要です。

■ 用途例

卓上マシン ワーク取出し
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チ
ャ
ッ
ク

eco model

アンクランプユニット

エ
コ
 マ
ル
チ

0分設定 （制御調整一切不要）

コネクタ標準装備
接続に時間をとりません

開／閉信号入力で動作
　　とても簡単！

つかみはメカで　開放は電気で
スピード調整不要

チャック専用  ブラケット用意
取付の手間かかりません

超小型　幅17.4mm
ドライバ＆コントローラ  ソフトインストール済み

選べる3種類！！

開閉ストローク 3mm 4mm 6mm
把持力 2N 4N 4.3N

アンクランプユニット型式 UCP2504 UCP2504 UCP3506
平行開閉チャック X9608-M-A X9612-M-A X9618-M-A

芯出し作業が容易

無通電時の開閉確認

アラーム出力で安心

チャックセンサ使えます

長寿命1億回のチャック

内径・外形つかみ両用

UCP本体
手動ハンド

ル

原点確認機能

エコマル
チメカタ

イプ

保守
在庫
削減

ブラケット用
位
置
決めピン

基
準
溝

取付90度方向自在

製品の詳細は
ホームページを
ご覧ください。
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

スタンダード タイプ

MEPAC ベーシックと呼ばれる 2 本爪の
スタンダードタイプです。複動型と単動
型があり、ともに動作に無理のない独自
の機構と精密加工によってつくられた高
精度な平行スライドエアチャックです。
軽快で確実なアクションと、小型・軽量
化を実現しています。
工業用ロボットをはじめ、自動組立機、搬
送装置など一般産業機械のチャッキング
パーツとして多くの実績を上げています。

平行に開閉する機構ですから、ワークに対する
チャックの当たり面はつねに一定。把持寸法に
バラツキのある場合や、異形状の場合でも安定
したチャッキングができます。

ボディのシャンク部で固定することにより、高
さ及び回転方向の位置調整ができスピーディー
なセットアップが実現します。

平行開閉スィングアクションレバー機構を採
用。さらに、摺動部には軽く滑らかに作動する
超小型精密ローラを内蔵。こじれ現象がなく、
高速応答性にすぐれ、同時に充分なクランプ力
を得ることができる機構です。

独創の機構が小さなボディで高性能を実現しまし
た。ですから装置を小型化することが可能。しかも、
動作方向に無理な力が加わらないため、耐久性に
秀で長期にわたって初期性能を維持できます。

復動・単動ともにセンサ
付きを用意しています。

※詳細は A-70

5
単動　常時開（NO）

ストローク（mm）

○
4
○

6
○

単動　常時閉（NC） ○ ○

単動（NO）センサ付き
復動　　　 センサ付き

※○内数字はセンサ取付数（Max）

① ①
①

復動 ○○ ○

①

安定した把持性能

取付調整バツグン

作動が軽く、高速応答性能にすぐれています

小さく、軽く、長寿命

取付例

動作検出

復動
単動

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

■ 開閉動作

■ 機構図

復　動単　動

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

スタンダード

ポート A からエアを入れると大ピストンが
錨型アクションレバーを旋回させ【閉】に
します。

ポート B からエアを入れると小ピストンが
錨型アクションレバーを逆方向に旋回させ
フィンガを【開】にします。

復動型 X9570 のみピストン構造が異なり
ポートが逆になります。

単動型はフィンガとフィンガの間または、
大ピストンや小ピストンの間にスプリング
を組み込み、NO（常時開）,NC（常時閉）
の機構になります。

単動（NO） 単動（NC） 復動
X9570

復動
X9571・X9572

ポートＡ

ポートＢ
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

スタンダード X95 □□（センサ無しタイプ）

単動型

復動型

●

●

極小ワークピースから大きなワークピースま
で豊富な機種から選べます。

復動型・単動型（NO・NC）を用意。用途に
あわせて選べます。

■ バリエーション

■ 基本仕様

4 5 6

X95□□-NO ○ ○ ○

X95□□-NC ○ ○

X95□□（復動） ○ ○ ○

モデルNo.
ストローク  
（mm）

※センサ付はA-38ページ

動作方式 単動型・復動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

0.3～0.5MPa

60CPM（max）

±0.05mm

使用流体

使用圧力範囲

5～50℃周囲温度

無給油またはタービン油JIS♯90相当潤滑

使用頻度

M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度

※ 注意事項A-68～をあわせてご覧ください。

X95 -
モデルNo. サイズ記号 無記号：復動

ＮＯ：単動（常時開）
ＮＣ：単動（常時閉）
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

スタンダード

■ 型式

■ 備考説明

●最大把持点 ●最大許容荷重

X9570
X9571

4

5

20.5

24.5

19

20

23

30

13

20

57

78

X9572

X9558-NO

6

4

34.0

5.0

28

13

37

13

27

7 18

X9559-NO
X9560-NO

4

4

8.5

13.0

17

19

16

23

10

13

28

X9561-NO
X9562-NO

5

6

18.0

24.0

20

28

30

37

20

27

X9559-NC
X9560-NC

4

4

10.0

13.5

17

19

16

23

10

13

28

X9562-NC 6 27.0 28 37 27 90

※1・2

F1 F2

※4・5※3 ※6・7

112

62

90

46

46

タイプ

復動

単動

備　考

モデルNo.
最大許容荷重（N）ストローク

（mm）

12

14

16

8

10

12

14

16

10

12

16

シリンダ径
（mm）

質量
（g）

最大把持点
（mm）

理論クランプ力
（N）

常
時
開

常
時
閉

外径クランプ

内径クランプ

F1

F2

F1

※ 1

※ 2

※ 3
※ 4

※ 5

※ 6

※ 7

センサ無しのタイプは後からセンサの取り付け
ができません。
NO タイプは内径把持で使用しますとワークが
センタリングしません。
ストローク公差は 0 ～＋ 1mm 程度になります。
クランプ力は空気圧 0.4MPa での理論値です。

復動型は閉じ側のクランプ力です。開き側のク
ランプ力は、閉じ側のクランプ力の 1/2 ～ 1/3
になります。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィンガ
が動作可能な範囲ではありません。
最大許容荷重は目安であり、保証値ではありま
せん。外力はできるだけ軽減させてください。
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

スタンダード X95 □□（センサ無しタイプ）

■ 単動型　クランプ力

■ 寸法図

X9559-NO（NC）

X9558-NO

0.2

0.25

0.3

0.4
0.5

3 4 5 10 20 30 40 50 100

爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X95
59

-NC
X95

60
-NC

X95
62

-NC

単動型－NC（開力）

0.2

0.25

0.3

0.4
0.5

3 4 5 10 20 30 40 50 100

爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X9558-NO

X9559-NO

X9560-NO

X9561-NO

X9562-NO
単動型－NO（閉力）

2-Ｍ3 5

14
11.5

R0.5
φ

18
3

S
3

φ
11

 h
6

φ
9

φ
8 

h6

218.
2

φ
2

4-Ｍ2.6

（エアポート）

3 6
2.5

48
13.51510

0.5

 0
-0.059

※ NCはフィンガ間スプリング無し。

2-Ｍ3
5

17
14

φ
13

  h
6

φ
11

φ
10

  h
6

φ
22

3
S

3
R0.5

2310
φ

2

4-Ｍ2.6
6

2.5
（エアポート）

3

54
1417.512

1

 0
-0.039

開 閉
4S 0

開 閉
4S 0
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

スタンダード

X9562-NO（NC）

X9561-NO

X9560-NO（NC）

※ NCはフィンガ間スプリング無し。

2-Ｍ5

R0.5

11
6

4
S

4
φ

25

φ
16

  h
6

φ
12

φ
10

  h
6

4-Ｍ3

2511
φ

3

21.5
17

7
2.5

（エアポート）

5

66
15.522.516

1

 0
-0.03

24
19

φ
3

10
4

φ
18

  h
6

φ
14

φ
10

  h
6

1

72
23.516

2812

12
64-Ｍ3

φ
28

4
S

4

5

20

R0.5

2-Ｍ5
（エアポート）

 0
-0.03

※ NCはフィンガ間スプリング無し。

27
22

φ
3

φ
20

  h
6

φ
16

φ
10

  h
6

10
4

76
24.516

4-Ｍ3

14
8

3416φ
34

5

22

1

R0.5

2-Ｍ5
（エアポート）

5
S

5

 0
-0.03

開 閉
4S 0

開 閉
5S 0

開 閉
6S 0



 A-32

（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

■ 復動型　クランプ力

■ 寸法図

X9571

X9570

開 閉
4S 0

開 閉
5S 0

0.2

0.25

0.3

0.4

0.5

10 15 20 25 30 40 50 100 120
爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X95
70

X95
71

X95
72

復動型

11
6

21.5
17R0.5

φ
25

4
S

4

φ
22

.4
φ

16
 h

6
φ

10
 h

6

69
15.52816

11

2511

φ
3

2-Ｍ5（エアポート）2-Ｍ5（エアポート） 4-Ｍ35
7

2.5  0
-0.03

R0.5

10
4

φ
28

4
S

4

φ
18

 h
6

φ
14

 h
6

φ
10

 h
6

20
87

38.516

2812

φ
3

12
6

24
19

5 4-Ｍ3

16

2-Ｍ5（エアポート）

 0
-0.03

スタンダード X95 □□（センサ無しタイプ）
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

スタンダード

X9572

開 閉
6S 0

10
4

R0.5

φ
34

5
S

5

91
2239.516

φ
20

 h
6

φ
16

 h
6

φ
10

 h
6

27
22

14
85 4-Ｍ3

16
3416

φ
3

2-Ｍ5（エアポート）

 0
-0.03
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

スタンダード X95 □□ S（センサ付タイプ）

●

●

●

極小ワークピースから大きなワークピースま
で豊富な機種から選べます。

復動型・単動型（NO）を用意。用途にあわ
せて選べます。

開閉動作確認センサにより、フィンガ開端位
置の検出ができます。

■ バリエーション

■ センサ仕様■ 基本仕様

※
※

注意事項 A-68 ～をあわせてご覧ください。
センサの取り扱いは A-78 を参照してください。

単動型

復動型

形式 VR15

AC10～125V・DC10～100V共用

6～40mA

発光ダイオード　ON時点灯

－10～＋60℃

5m

使用電圧範囲

使用電流範囲

（AC）2VA・（DC）1W最大開閉容量

1msec以下動作時間

表示灯

30G耐衝撃性

使用温度範囲

コード長さ

5 6

X956□S-NO ○ ○

X957□S（復動） ○ ○

モデルNo.
ストローク  
（mm）

動作方式 単動型・復動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

0.3～0.5MPa

60CPM（max）

±0.05mm

使用流体

使用圧力範囲

5～50℃周囲温度

無給油またはタービン油JIS♯90相当潤滑

使用頻度

M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度

X95 S -
モデルNo. サイズ記号 無記号：復動

ＮＯ：単動（常時開）

無記号：センサなし
　　Ｓ：センサ1個付

-
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

スタンダード

■ 型式

■ 備考説明■ 取付例

●最大把持点 ●最大許容荷重

※ 1

※ 2
※ 3
※ 4

※ 5

※ 6

※ 7
※ 8

NO タイプは内径把持で使用しますとワークが
センタリングしません。
ストローク公差は 0 ～＋ 1mm 程度になります。
クランプ力は空気圧 0.4MPa での理論値です。
復動型は閉じ側のクランプ力です。開き側のク
ランプ力は、閉じ側のクランプ力の 1/2 ～ 1/3
になります。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィンガ
が動作可能な範囲ではありません。
最大許容荷重は目安であり、保証値ではありま
せん。外力はできるだけ軽減させてください。
質量（　）内はセンサ付きの場合です。
センサ取付角度は寸法図に示す位置から 90°ご
とになります。

外径クランプ

内径クランプ

F1

F2

F1

復動
単動

X9571S 5 24.5 20 30 20 78（110）

X9572S 6 34.0 28 37 27

X9561S-NO
X9562S-NO

5

6

18.0

24.0

20

28

30

37

20

27

※1

F1 F2

※3・4※2 ※5・6 ※7 ※8

112（144）

62（94）

90（122）

タイプ

復動

単動

備　考

モデルNo.
最大許容荷重（N）ストローク

（mm）

14

16

14

16

シリンダ径
（mm）

質量
（g）

最大把持点
（mm）

1

1

1

1

センサ
取付数

理論クランプ力
（N）

常
時
開
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

スタンダード X95 □□ S（センサ付タイプ）

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

■ 単動型　クランプ力

■ 寸法図

X9562S-NO-S

X9561S-NO-S

0.2

0.25

0.3

0.4
0.5

3 4 5 10 20 30 40 50 100

爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X9561S-NO

X9562S-NO
単動型－NO（閉力）

開 閉
5S 0

開 閉
6S 0

24
19

φ
3

11

39
10

4

φ
18

  h
6

φ
14

φ
10

  h
6

221

72
23.516

2812

25

12
64-Ｍ3

φ
28

4
S

4

5

20

R0.5

2-Ｍ5
（エアポート）

 0
-0.03

27
22

φ
3

11

φ
20

  h
6

φ
16

φ
10

  h
6

42
10

4

76
24.516

22

4-Ｍ3
26

14
8

3416φ
34

5

22
1 R0.5

2-Ｍ5
（エアポート）

5
S

5

 0
-0.03
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

スタンダード

■ 復動型　クランプ力

X9572S-S

X9571S-S

0.2

0.25

0.3

0.4

0.5

10 15 20 25 30 40 50 100 120
爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X95
71

S-S
X95

72
S-S

復動型

開 閉
5S 0

開 閉
6S 0

11

R0.5

39
10

4

φ
28

4
S

4

φ
18

 h
6

φ
14

 h
6

φ
10

 h
6

20
87

38.516

22
2812

φ
325

12
6

24
19

5 4-Ｍ3

16

2-Ｍ5（エアポート）

 0
-0.03

42
10

4

R0.5

φ
34

5
S

5

91
2239.516

22

φ
20

 h
6

φ
16

 h
6

φ
10

 h
6

26

11

27
22

14
85 4-Ｍ3

16

3416

φ
3

2-Ｍ5（エアポート）

 0
-0.03
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

テイスト タイプ

MEPAC ベーシックと呼ばれる 2 本爪の
スタンダードタイプで、比較的大型のモ
デルになります。復動型と単動型があり、
ともに動作に無理のない独自の機構と精
密加工によってつくられた高精度な平行
スライドエアチャックです。軽快で確実
なアクションと、小型・軽量化を実現し
ています。
工業用ロボットをはじめ、自動組立機、搬
送装置など一般産業機械のチャッキング
パーツとして多くの実績を上げています。

平行に開閉する機構ですから、ワークに対する
チャックの当たり面はつねに一定。把持寸法に
バラツキのある場合や、異形状の場合でも安定
したチャッキングができます。

ボディシャンク部での固定の他に側面のタップ
及び通し穴を利用した取付も可能です。

平行開閉スィングアクションレバー機構を採
用。さらに、摺動部には軽く滑らかに作動する
超小型精密ローラを内蔵。こじれ現象がなく、
高速応答性にすぐれ、同時に充分なクランプ力
を得ることができる機構です。

独創の機構が小さなボディで高性能を実現しまし
た。ですから装置を小型化することが可能。しかも、
動作方向に無理な力が加わらないため、耐久性に
秀で長期にわたって初期性能を維持できます。

復動・単動ともにセンサ付きを用意しています。

※詳細は A-70

安定した把持性能

側面取付も可能

作動が軽く、高速応答性能にすぐれています

小さく、軽く、長寿命

取付例

動作検出

テ
イ
ス
ト

8
単動　常時開（NO）

ストローク（mm）

○
10
○

単動（NO）センサ付き
復動　　　 センサ付き

※○内数字はセンサ取付数（Max）

② ②
②

復動 ○ ○

②
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

■ 開閉動作

■ 機構図

■ 基本仕様 ■ センサ仕様

復　動単　動

テ
イ
ス
ト

テイスト

ポート A からエアを入れると大ピストンがア
クションレバーを旋回させ【閉】にします。

ポート B からエアを入れると小ピストンが
アクションレバーを逆方向に旋回させフィ
ンガを【開】にします。

単動型はフィンガとフィンガの間にスプリ
ングを組み込み、NO（常時開）の機構に
なります。

単動 復動（センサ付)

ポートA

アクションレバー
フィンガ開用スプリング

クランプ用ピストン

動作方式 単動型・復動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

0.3～0.5MPa

60CPM（max）

±0.05mm

使用流体

使用圧力範囲

5～50℃周囲温度

無給油またはタービン油JIS♯90相当潤滑

使用頻度

M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度

形式 CS101-A

DC12～24V　±10%
（リップルP-P 10%以下）

DC24V時　MAX100mA

発光ダイオード　ON時点灯

－10～＋60℃

1.5m

電源電圧

使用電圧・電流

DC24V時　MAX1V電圧下降

50G耐衝撃性

表示灯

複振幅 1.5mm  10～55Hz 2時間耐振動

使用温度範囲

コード長さ

※
※

センサの取り扱いは A-80 を参照してください。
注意事項 A-68 ～をあわせてご覧ください。
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

テイスト X95 □□ T

●

●

●

本体ボディへの取付穴を利用して、側面取付
ができます。

復動型・単動型（NO）を用意。用途にあわ
せて選べます。

開閉検出センサにより、フィンガの位置検出
ができます。

■ バリエーション

■ 備考説明● 最大把持点 ● 最大許容荷重

単動型

復動型

■ 型式

※ 1
※ 2

※ 3

※ 4

※ 5

NO タイプは内径把持できません。
復動型は閉じ側のクランプ力です。開き側のク
ランプ力は、閉じ側の 1/2 ～ 1/3 です。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィンガ
が動作可能な範囲ではありません。
最大許容荷重は目安であり、保証値ではありま
せん。外力はできるだけ軽減させてください。
質量（  ）内はセンサ 2 個付きの場合です。

センサ付

8 10

X956□T ○ ○

X957□T ○ ○

モデルNo.
ストローク  
（mm）

X95 T-
モデルNo. サイズ記号 無記号：センサなし

　　Ｓ：センサ1個付
　ＳＳ：センサ2個付

X9573T
X9574T

8
10

52.5
87.5

36
43.5

40
60

33
40

237（289）
428（480）

X9563T 8 38.0 36 40 33
X9564T 10 68.0 43.5 60 40

※1 ※2 ※3・4 ※5

211（263）
383（435）

F1 F2タイプ モデルNo.
最大許容荷重（N）ストローク

（mm）

20
25

20
25

シリンダ径
（mm）

質量
（g）

2
2

2
2

センサ
取付数

最大把持点
（mm）

理論クランプ力
（N）

0.4MPa

復動

単動

備　考

常
時
開

F1

F2

F1

外径クランプ

内径クランプ
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

■ クランプ力

テ
イ
ス
ト

テイスト

■ 寸法図

X9564T-SS / X9574T-SS

X9563T-SS / X9573T-SS

開 閉
8S 0

開 閉
10S 0

※X9563Tはポートの片側はプラグ栓付、フィンガ間にスプリング付。

4-Ｍ3

28

2×4-Ｍ5深8 107.9

2-Ｍ5
（エアポート）

31
26
8

16
8

6342φ
320

φ
8

2428

4

φ
22

-0
.0
07

-0
.0
28

φ
21

R0.5

6
S

6

94
7123

65 197

 0
-0.03

（エアポート）

φ
26

-0
.0
07

-0
.0
28

※X9564Tはポートの片側はプラグ栓付、フィンガ間にスプリング付。

2×4-Ｍ5深10

2-Ｍ5

4-Ｍ4

147.9

34

20
10

38
32
8

7352φ
4

25
φ

11

φ
25

R0.5

8
S

8

30.5

6
28

111
8625

65 237

 0
-0.03

0.2

0.25

0.3

0.4
0.5

3 4 5 10 20 30 40 50 100

爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X9563T
X9564T

単動型（閉力）

0.2

0.25

0.3

0.4

0.5

10 15 20 25 30 40 50 100 120
爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X957
3T

X957
4T

復動型
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

オールマイティ タイプ

MEPAC 平行開閉チャック オールマイ
ティタイプは、MEPAC シリーズの優れ
た機能を継承し、さらに使いやすく、さ
らに広範囲の用途に応えられるように設
計されたチャックです。1986 年の発表
以来好評を得、自動組立機、搬送装置、
工業用ロボットなど、一般産業用機械の
チャッキングパーツとして数多くの実績
をあげています。

効率の高いスイングアクションレバー機構に加
えて、摺動部に採用した超小型精密ローラーに
よってこじれ現象を抑え、軽作動を実現しまし
た。高速応答性に優れ、高い効率を維持し、充
分なクランプ力を発揮します。

1 個付と 2 個付。本体にセットするセンサの数
をオーダー時に選べます。チャックの動作は、
スイッチ ON で発光ダイオードが点灯して知ら
せる方式。動作を確認できますから、安心して
扱うことができる高信頼設計です。

MEPAC はすべて、チャックの当たり面が一定し
ている平行開閉モーション。把持寸法にバラツキ
があったり、異形状の場合でも安定したチャッキ
ングをおこないます。

ボディシャンク部で固定することにより高さ及び
回転方向の位置調整ができます。また、サイドの
取付タップを利用し側面取付も可能です。

軽作動を誇る独創の機構です

センサの数を選べます

いつでも安定した把持性能が好評です

優れた取付性

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

6
単動　常時開（NO）

ストローク（mm）

○
8
○

単動（NO）センサ付き
単動（NC）センサ付き

※○内数字は開端検出センサ取付数（Max）

② ②
②

単動　常時閉（NC） ○ ○

②

10
○

②

○

②

12
○

②

○

②

16
○

②

○
復動 ○ ○ ○ ○ ○

②
復動　　　  センサ付き ② ② ② ② ②

※詳細は A-71
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チ
ャ
ッ
ク

■ 開閉動作

■ 機構図

復　動単　動

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

オールマイティ

ポート A からエアを入れると大ピストンが
アクションレバーを旋回させフィンガを【閉】
にします。

ポート B からエアを入れると小ピストンが
アクションレバーを旋回させフィンガを【開】
にします。

常時開（NO）は、小ピストン上部にスプ
リングを組み込みエア OFF で開きます。
ポート A からエアを入れると大ピストン
がアクションレバーを旋回させフィンガを
[ 閉 ] にします。

常時閉（NC）は、大ピストンと小ピスト
ンの間にスプリングを組み込みエア OFF
で閉じます。
ポート B からエアを入れると小ピストン
がアクションレバーを旋回させフィンガを
[ 開 ] にします。

単動（NO） 単動（NC） 復 動

ポートB

小ピストン

アクションレバー

大ピストン

フィンガ

アクションレバー

フィンガ

アクションレバー

フィンガ

ポートB

小ピストン

大ピストン

ポートA

ポートA

ポートB

小ピストン

大ピストン

ポートA
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

オールマイティ X966 □

●

●

●

スタンダードタイプに比べ、ストロークが大
きいので用途が広がります。

本体ボディの取付穴を利用して側面取付けが
できます。

開閉検出センサにより、フィンガの位置検出
ができます。

■ バリエーション

■ センサ仕様■ 基本仕様

※
※

センサの取り扱いは A-80 を参照してください。
注意事項 A-68 ～をあわせてご覧ください。

形式 CS101-A

DC12～24V　±10%
（リップルP-P 10%以下）

DC24V時　MAX100mA

発光ダイオード　ON時点灯

－10～＋60℃

1.5m

電源電圧

使用電圧・電流

DC24V時　MAX1V電圧下降

50G耐衝撃性

表示灯

複振幅 1.5mm  10～55Hz 2時間耐振動

使用温度範囲

コード長さ

モデルNo.
ストローク  
（mm） 6 8

X966□-NO ○ ○

X966□-NC ○ ○

10 12

○ ○

○ ○

16

○

○

X966□-DO ○ ○ ○ ○ ○
センサ付

動作方式 単動型・復動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

0.3～0.5MPa

60CPM（max）

±0.05mm

使用流体

使用圧力範囲

5～50℃周囲温度

無給油またはタービン油JIS♯90相当潤滑

使用頻度

M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度

X966 -
モデルNo. サイズ記号 ＮＯ：単動（常時開）

ＮＣ：単動（常時閉）
ＤＯ：復動

-

無記号：センサなし
　　Ｓ：センサ1個付
　ＳＳ：センサ2個付
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

■ 型式

■ 備考説明

●最大把持点 ●最大許容荷重

※ 1
※ 2
※ 3
※ 4

※ 5

※ 6

ストローク公差は0～＋1mm程度になります。
クランプ力は空気圧 0.4MPa での理論値です。
復動型の開力は閉力の1.1～1.3倍になります。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィ
ンガが動作可能な範囲ではありません。

最大許容荷重は目安であり、保証値ではあ
りません。外力はできるだけ軽減させてく
ださい。
質量（　）はセンサ 2 個付の場合です。

外径クランプ

内径クランプ

F1

F2

F1

X9660-NO 6 20.5 19.0 23 13

X9664-DO 16 87.5 46.0 60 40 480（532）

※2・3※1

F1 F2

※6※4・5

X9660-DO
X9661-DO

6

8

20.5

24.5

19.0

22.5

23

30

13

20

75（127）

75（127）

120（172）

X9662-DO 10 34.0 28.0 37 27

X9663-DO 12 52.5 36.0 40 33

170（222）

260（312）

X9664-NC 16 81.0 46.0 60 40 480（532）

X9660-NC
X9661-NC

6

8

15.5

20.0

19.0

22.5

23

30

13

20

75（127）

120（172）

X9662-NC 10 28.0 28.0 37 27

X9663-NC 12 49.0 36.0 40 33

170（222）

260（312）

X9664-NO 16 87.5 46.0 60 40 480（532）

X9661-NO 8 24.5 22.5 30 20 120（172）

X9662-NO 10 34.0 28.0 37 27

X9663-NO 12 52.5 36.0 40 33

170（222）

260（312）

モデルNo.タイプ
最大許容荷重（N）ストローク

（mm）

12

25

12

14

16

20

25

12

14

16

20

25

14

16

20

シリンダ径
（mm）

質量
（g）

最大把持点
（mm）

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

センサ
取付数

理論クランプ力
（N）

常時開

常時閉

備　考

復　動

単　

動

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

オールマイティ
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

■ クランプ力

■ 寸法図

X9660-　　　-SS

X9661-　　　-SS

オールマイティ X966 □

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

開 閉
6S 0

開 閉
8S 0

単動型－NC（開）

爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（
M
P
a）

0.2

0.25

0.3

0.4

0.5

5 10 15 20 30 40 50 100

X9
66
0-N
C

X9
66
1-N
C

X9
66
2-N
C

X9
66
3-N
C

X9
66
4-N
C

単動型－NO（閉）
復動型－DO（閉）

爪のクランプ力（N）
エ
ア
使
用
圧
力
（
M
P
a）

0.2

0.25

0.3

0.4

0.5

10 15 20 25 30 40 50 100 120

X9
66
0-D
O・
NO

X9
66
1-D
O・
NO

X9
66
2-D
O・
NO

X9
66
3-D
O・
NO

X9
66
4-D
O・
NO

28

18

φ
32

11
6

22
8

4927
φ
31127

φ
18
 h
6

R0
.5

φ
25

4
S

4

5 5

64
7162714 4-Ｍ3

2.5

31
15.5

4-Ｍ4深6

（ポート側閉端検出）

2-Ｍ5  0
-0.03

（ポート側閉端検出）
28

20

φ
36

5534
φ
313

25
8

R0
.5
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

オールマイティ

開 閉
12S 0

開 閉
16S 0

開 閉
10S 0

X9662-　　　-SS

X9663-　　　-SS

X9664-　　　-SS

28

24

φ
42

6140
φ
316

28
8

14
8

38
φ
26
 h
6

φ
22
 h
6

R0
.5

φ
38

5
S

5

40
22

85
1021181620

4-Ｍ4深6
2-Ｍ5

5 5

4-Ｍ3

4

 0
-0.03

（ポート側閉端検出）

28

28

φ
48

6746φ
3

20

32
8

16
8

R0
.5

46
24

44
φ
30
 h
6

φ
26
 h
6

φ
44
6

S
6

95
1025221622

4-Ｍ5深10
2-Ｍ5
5 5

4-Ｍ3

4
 0
-0.03

（ポート側閉端検出）
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φ
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4

253656
φ
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6

φ
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 h
6

R0
.5

φ
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8
S

8
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30.5

115
1432242025

4-Ｍ4

6
4-Ｍ6深122-Ｍ5

5 5
 0
-0.03

（ポート側開端検出）
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

進化する　　　　　　　スマートタイプ
リニアガイドを採用して高精度ソフトクランプを追求しました

MEPAC-Smart Type 平行開閉チャック
は、MEPAC シリーズの優れたクランプ
機能をそのままに、より高精度・摺動特
性に優れた「リニアガイド」を搭載して
高性能・使いやすさを実現。

「精緻」への飽くなき探求心から生まれ
た次世代チャッキングユニットです。

無限軌道型リニアガイド内蔵で、精度がアップ
し、さらにエア低圧での動作が可能になりまし
た。ガタのない正確なハンドリングとソフトク
ランプが、機械設計におけるエンジニア達の高
い理想を具現化します。

推力をフィンガへ伝達するレバーは、伝導効率
の良さで定評のある従来機構を採用。スムーズ
な伝導がチャッキングをアシストします。

コンパクトな角形ボディに 3 面取付けタップ付
き。取り付けも簡単で設計からカスタマイズに
いたるまで、エンジニアのあらゆる要求にお応
えできる仕様です。

短く広いフィンガを採用。ワークピースの把持
点までのオーバハングを短くすることによって
安定した把持を実現しました。

優れた機構で「こじれ」や「バックラッシ」を減
らし、高い把持精度を確保。さらに動作 1,000 万
回以上の長寿命でユーザの信頼にお応えします。

正確さを追及した高精度フィン
ガガイド。キーワードは「∞」

定評あるクランプ機構とのコン
ビネーションが冴える。

エンジニアのあらゆる要求に応
えるイージーマウント設計。

しなやかで安定した把持「フィー
リングの良さ」があります。

ロングライフでユーザの信頼に
お答えします。

ス
マ
ー
ト

4
単動　常時開（NO）

ストローク（mm）

○
6
○

単動（NO）センサ付き
復動　      　センサ付き

※○内数字は開閉端検出センサ取付数（Max）

② ②
②

復動 ○ ○

②
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

■ 基本仕様

■ 標準センサ仕様

■ 機構図

■ 実効クランプ力（閉）

■ 把持点

ス
マ
ー
ト

スマート

薄型角型ボディ

予圧ボールガイド
無限軌道型リニアガイド

フィンガ

エアポート（開用）

エアポート（閉用）

フィンガガイド部

アクションレバー
高効率変換

大ピストン（閉用）

小ピストン（開用）

側面取付タップ穴

上面取付タップ穴

単動用戻しスプリング

センサ取付溝
位置決めボス

動作方式 単動型・復動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

単動0.2～0.5MPa／復動0.1～0.5MPa

120CPM（max）

±0.01mm

使用流体

使用圧力範囲

5～50℃周囲温度

無給油またはタービン油JIS♯90相当潤滑

使用頻度

M5×0.8、M3×0.5配管接続口

低発塵グリス付潤滑（リニアガイド）

繰返し位置精度

名称 2線式有接点センサ

0H形式

DC12/24V負荷電圧 AC100

5～50mA負荷電流 7～20mA

※

※
※

注意事項 A-68 ～をあわせてご覧ください。

無接点等のオプションセンサは A-82 ～をご覧ください。
センサの取り扱いは A-82 ～を参照してください。

L把持点

把持点：L（mm）

ク
ラ
ン
プ
力（

N）

10

0.2MPa

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

5

10

15

20

25

20 30 40 50

X9670

把持点：L（mm）

X9672

ク
ラ
ン
プ
力（

N）

20

10

20

30

40

40 60 80 10010 30 50 70 90

0.2MPa

0.3MPa

0.4MPa

0.5MPa

L

H

オーバハング量：H（mm）

把
持
点
：

L（
m

m
）

10

0.2MPa
0.3MPa0.4MPa0.5MPa10

20 30 40 50

20

30

40

50

X9670

オーバハング量：H（mm）

把
持
点
：

L（
m

m
）

10 20 30 40 50 60 70 80

0.2MPa

0.3MPa0.4MPa
0.5MPa

10

20

30

40

50

60

70

80
X9672
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（平行開閉チャック）

eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

スマート X967 □

●

●

●

無限軌道型リニアガイド内蔵で、精度がアッ
プし、低圧動作が可能になりました。

本体ボディの取付穴を利用して側面取り付け
ができます。

開閉検出センサにより、フィンガの位置検出
ができます。

■ バリエーション

■ 型式

■ 許容荷重及びモーメント

※ 1

※ 2

※ 3

ス ト ロ ー ク 公 差 は 0 ～
+1mm 程度になります。
クランプ力は 0.4MPa での
理論値です。
質量はセンサ無しの場合。

4 6

X967□-NO ○ ○

X967□-DO ○ ○

モデルNo.
ストローク  
（mm）

センサ付

X967 - -
モデルNo. サイズ記号 オプションセンサ

形式
ＮＯ：単動（常時開）
ＤＯ：復動

-

無記号：センサなし
　　Ｓ：センサ1個付
　ＳＳ：センサ2個付
標準センサ0H（有接点2線）

センサの詳細はA-82を
ご覧ください。

X9670-DO
X9672-DO

16

31

76.5

183.0

※2※1 ※3

X9670-NO
X9672-NO

16

31

4

6

4

6

76.5

183.0

モデルNo.タイプ

備　考

復　動

ストローク
（mm）

12

16

12

16

シリンダ径
（mm）

質量
（g）

2

2

2

2

センサ
取付数

理論クランプ力
（N）

常時開単 

動

F1
F2 MY MR

MP

L

許容垂直荷重
（N）

許容モーメント
（N・m）

Model F1 F2 MY MR MP

245 55 0.27 0.63 0.4

568 111 0.88 1.73 1.36

X9670

X9672

L（mm）

14

19

モーメント
中心

1N･m=0.102kgf･m

※表中の荷重およびモーメントは静的な値です。
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eco modelaverage model

チ
ャ
ッ
ク

X9672-NO（DO）

9.7

2-Ｍ5深12

2-センサ取付溝
Ｍ5（開側エアポート）2×2-Ｍ3

Ｍ5（閉側エアポート）

2-Ｍ5（通し）

6
14

24

1322

14
8

10
4

16.356

26

R0.5

39
φ

10
 h

6

52
（

46
）

34
（

28
）

5
5

80
78

49.5
27.3

センサ取付溝詳細図

 0 -0
.0

09

 0 -0
.0

5

±
0.

1

■ クランプ力

■ 寸法図

X9670-NO（DO）

単動型－NO

爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（
M
P
a）

X96
70（
閉
）

X96
72（
閉
）

0.1

0.15

0.2
0.25
0.3

0.4
0.5

1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 910 15 20 2530 40 50

復動型－DO

爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

0.1
1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 910 15 20 25 30 40 50

0.15

0.2
0.25

0.3
0.4
0.5

X96
70（
開・
閉
）

X96
72（
開・
閉
）

スマート

ス
マ
ー
ト

センサ取付溝詳細図

5.9

2-センサ取付溝

2-Ｍ4深10
Ｍ3（閉側エアポート）

Ｍ3（開側エアポート）
2×2-Ｍ3

34
（

30
）

23
（

19
）

2-Ｍ4（通し）
 0 -0

.0
09

 0 -0
.0

5

±
0.

05

φ
8 

h6

6

11

16

18

1017
11

6

7
2.5

12.544.5

R0.5

4
4

27

63
61

39
19.8

※（　）内は閉時を表します。

※（　）内は閉時を表します。
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（平行開閉チャック）

personality model

チ
ャ
ッ
ク

マイクロ タイプ

厚さわずか 10mm、質量 20g。女性の小
指のように小さな〔超小型〕2 本爪平行
開閉チャックです。従来、比較的軽量で
小型な部品の供給には、真空チャックが
使用されてきましたが、その際、部品の
形状や仕上がりの状態によってはチャッ
キングミスを起こすことが多くありまし
た。そうしたミスを防ぎ、より正確でよ
り確実なチャッキングをおこなうには、
平行開閉チャックが最善。微少ワークの
供給を要求する FA 機器のための超デリ
ケートな指先として、MEG の設計・製
作技術の総力を結集して開発した注目の
マイクロ MEPAC です。

小さくても MEPAC です。極小のボディの中
に独創の機構を内蔵。ワークに対してつねに
チャックの当たり面が一定になる理想の平行開
閉モーションですから、じつに安定。デリケー
トにして確実クランプを実現しました。

極めて軽量のために慣性が小さく、高速化を図
れます。しかも、チャックボディをバーブ継手
と一体にした設計ですから配管作業は簡単に行
なえます。

サイズが小さいだけではありません。優れた製
造技術があって初めて可能にした超偏平形状。
狭いピッチに配列できるため、省スペースで使
用することが可能になります。

※詳細は A-72

ピンセットのようにデリケートに

高速化に強く、取り扱いも容易です

極小にして偏平。小ささを極めました

マ
イ
ク
ロ

■ 取付例
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personality model

チ
ャ
ッ
ク

■ 開閉動作

■ 機構図

単　動

マ
イ
ク
ロ

マイクロ

常時開（NO）は、ポートからエアを入れるとピストンが大ピストンを押しアクションレバーが旋回
し【閉】にします。

常時閉（NC）は、ポートからエアを入れると小ピストンがアクションレバーを旋回させ【開】にします。

ポートA ポートA

スプリング スプリング

大ピストン
大ピストン

小ピストンピストン

アクションレバー アクションレバー

フィンガ フィンガ

単動（NO） 単動（NC）
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（平行開閉チャック）

personality model

チ
ャ
ッ
ク

マイクロ X960 □

● 厚さわずか 10mm、質量 20g。女性の小指の
ように小さな〔超小型〕2 本爪平行開閉チャッ
クです。

※ 注意事項 A-68 ～をあわせてご覧ください。

■ バリエーション

■ 取付例 ■ 基本仕様

4 NO（常時開）

X9600 ○ ○

X9605 ○

NC（常時閉）

○

モデルNo.
ストローク  
（mm）

X960
モデルNo. サイズ記号

動作方式 単動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

0.4～0.5MPa

40CPM（max）

±0.05mm

使用流体

使用圧力範囲

5～50℃周囲温度

無給油またはタービン油JIS♯90相当潤滑

使用頻度

φ4×φ2.5チューブ用継手付配管接続口

繰返し位置精度
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personality model

チ
ャ
ッ
ク

■ 型式

■ 備考説明

●最大把持点 ●最大許容荷重

※ 1
※ 2

※ 3

※ 4

ストローク公差は 0 ～ +1mm 程度になります。
クランプ力は空気圧 0.5MPa での理論値です。
0.4MPa   X9600 : 2.4N    X9605 : 1.4N

最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィ
ンガが動作可能な範囲ではありません。
最大許容荷重は目安であり、保証値ではあ
りません。外力はできるだけ軽減させてく
ださい。

X9600 4.0 3.0 17.0 10 3 20

※2※1

F1 F2

※3・4

X9605 4.0 3.0 17.0 10 3 20

モデルNo.タイプ
最大許容荷重（N）ストローク

（mm）

6

6

シリンダ径
（mm）

質量
（g）

最大把持点
（mm）

理論クランプ力
（N）

常時開

常時閉
単 

動

備　考

外径クランプ

内径クランプ

F1

F2

F1

■ 寸法図

X9600・X9605

開 閉
4S 0

R0.5

φ
6 

 h
6

φ
3.

6

4
S

4

φ
7.

8

φ
18

4-M2.664.5

6.5 8 23 16

19

22 8.
2

φ
2

11

10
8

5
5

3

 0
-0.03

マ
イ
ク
ロ

マイクロ
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（平行開閉チャック）

personality model

チ
ャ
ッ
ク

13

単動　常時開（NO）

ストローク（mm）
クランプ力（N）※

○

24

○
単動　常時閉（NC） ○ ○

5

○

8.5
4 64 4

○
○ ○

ショート タイプ

狭い空間でも大きなクランプパワーを発
揮できる平行開閉チャックを・・・と開
発した〔極短〕の 2 本爪 MEPAC です。
ボディの長さを抑えた苦心の設計。短胴
形状でオーバハングが少なく、狭い空間
で使用できます。しかも、軽量にしてシ
ンプル。すでにさまざまな自動組立機、
搬送装置や工業用ロボットなどで活躍し
ています。

ボディ寸法が短くても、MEPAC 独自のオーバ
ラップローラガイド方式による平行開閉モー
ションですから、把持力は大きく、かつ高精度。
ワーク寸法にバラツキがあっても、異形でも安
定したチャッキングができます。

※クランプ力は 0.4MPa 時 NO タイプの値になります。

スイングアクションレバー機構で作動効率が高
いうえ超小型精密ローラの採用でこじれ現象が
ありません。軽作動で高速応答性にすぐれ、充
分なクランプ力を発揮します。

ボディ寸法も短いため、取付部からワーク把持
部までの寸法が短くできオーバハング量を抑え
ることにより安定した供給精度を追求します。

動作方向に無理な力が働かない MEPAC なら
ではの機構ですから、動きはつねに滑らかで、
耐久性にすぐれ、長期にわたって使用できる経
済性の高い平行開閉チャックです。

オプションでセンタポートタイプも用意してお
ります。

極短でも、把持は安定

軽く、こじれのない作動が特長です

極短で高精度

小さくても、長寿命です

センタポートオプション

シ
ョ
ー
ト

センタポート

プラグ栓
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personality model

チ
ャ
ッ
ク

■ 開閉動作

■ 機構図

常時開（NO） 常時閉（NC）

ショート

ポート A からエアを入れると大ピストンがア
クションレバーを旋回させ【閉】にします。

ポート A からエアが抜けるとフィンガのス
プリングによってフィンガが【開】になり大
ピストンが戻ります。

ポート A からエアを入れると小ピストンが
アクションレバーを旋回させ【開】にしま
す。

ポート A からエアが抜けると大ピストン
上部のスプリングにより小ピストンが戻さ
れ、大ピストンがアクションレバーを旋回
させ【閉】にします。

シ
ョ
ー
ト

常時閉常時開

ポートA

アクションレバー

ポートA

アクションレバー

大ピストン

小ピストン

スプリング

フィンガ
スプリング

大ピストン
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（平行開閉チャック）

personality model

チ
ャ
ッ
ク

ショート X95 □□ B

●

●

短胴形状でオーバハングが少なく、狭い空間
で使用できる平行開閉チャックです。

本体ボディの取付穴を利用して取り付け可能
です。

※ 注意事項 A-68 ～をあわせてご覧ください。

※センターポートはオプションとなります。
　A-61 ページをご覧ください。

■ バリエーション

■ 基本仕様

4 6

X95□□B-NO ○ ○

X95□□B-NC ○ ○

モデルNo.
ストローク  
（mm）

X95 B-
モデルNo. サイズ記号

ショート

ＮＯ：単動（常時開）
ＮＣ：単動（常時閉）

-

　　Ｃ：センタポート
無記号：標準ポート

動作方式 単動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

0.3～0.5MPa

60CPM（max）

±0.05mm

使用流体

使用圧力範囲

5～50℃周囲温度

無給油またはタービン油JIS♯90相当潤滑

使用頻度

M5×0.8 M3×0.5配管接続口

繰返し位置精度
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personality model

チ
ャ
ッ
ク

ショート

シ
ョ
ー
ト

■ 型式

■ 備考説明

●最大把持点 ●最大許容荷重

※ 1

※ 2

※ 3

※ 4

※ 5

NO タイプは内径把持で使用しますとワークが
センタリングしません。

ストローク公差は 0 ～ +1mm 程度になります。

クランプ力は空気圧 0.4MPa での理論値です。

最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィ
ンガが動作可能な範囲ではありません。

最大許容荷重は目安であり、保証値ではあ
りません。外力はできるだけ軽減させてく
ださい。

X9558B-NO
X9559B-NO

4.0

4.0

5.0

8.5

13.0

17.0

13

16

7

10

22

32

X9560B-NO 4.0 13.0 19.0 23 13

X9562B-NO 6.0 24.0 28.0 37 27

※1 ※3※2 ※4・5

50

110

X9558B-NC
X9559B-NC

4.0

4.0

4.5

10.0

13.0

17.0

13

16

7

10

22

32

X9560B-NC 4.0 13.5 19.0 23 13

X9562B-NC 6.0 27.0 28.0 37 27

50

110

F1 F2
タイプ モデルNo.

最大許容荷重（N）ストローク
（mm）

8

10

12

16

8

10

12

16

シリンダ径
（mm）

質量
（g）

最大把持点
（mm）

理論クランプ力
（N）

単動

常
時
開

常
時
閉

備　考

外径クランプ

内径クランプ

F1 F1

F2
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（平行開閉チャック）

personality model

チ
ャ
ッ
ク

ショート X95 □□ B

シ
ョ
ー
ト

■ クランプ力

■ 寸法図

X9559B-NO（NC）

X9558B-NO（NC）

開 閉
4S 0

開 閉
4S 0

※ＮＣはフィンガ間スプリング無し。

Ｍ3（エアポート）

218.
2

φ
2

φ13

R0.5

13.5

2.5

3
S

3

h6
φ

18
h6

φ
6

4-Ｍ2.6 9
5

14
11.54-Ｍ2.6深5

3.5
6

35.5
5.771.5

 0
-0.05

※ＮＣはフィンガ間スプリング無し。

Ｍ5（エアポート）

φ16

2310
φ

2

9
5

17
14

14

2.5

φ
22

 h
6

φ
8 

h6

R0.5

3
S

3

4-Ｍ3深8

4-Ｍ2.6

6
5

39.5
5102

 0
-0.03

0.2

0.25

0.3

0.4
0.5

3 4 5 10 20 30 40 50 100
爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X955
9B

-NC

X9558B-NC

X95
60

B-NC

X95
62

B-NC単動型－NC（開力）

0.2

0.25

0.3

0.4
0.5

3 4 5 10 20 30 40 50 100
爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X9558B-NO

X9559B-NO

X9560B-NO

X9562B-NO
単動型－NO（閉力）
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ショート

シ
ョ
ー
ト

X9562B-NO（NC）

X9560B-NO（NC）

開 閉
4S 0

開 閉
6S 0

● センターポートは、標準ポートにプラグ栓を
し、本体上面センターに m1 を追加したもの
です。

センターポートについて

m1

プラグ栓 モデルNo.
X9558B

m1
M3

X9559B M5
X9560B M5
X9562B M5

※ＮＣはフィンガ間スプリング無し。

φ18

φ
3

2511

11
6

21.5
17

R0.5

5

φ
25

 h
6

φ
8 

h6

4
S

4

45
7.51024-Ｍ4深8

4-Ｍ3

15.5

2.5
7

Ｍ5（エアポート）  0
-0.03

※ＮＣはフィンガ間スプリング無し。

3416
φ

3

14
8

27
22

φ25

R0.5

5
S

5
22

4
5

φ
34

 h
6

φ
10

 h
6

55
9.51024-Ｍ5深10

4-Ｍ3
10

Ｍ5（エアポート）
 0
-0.03
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（平行開閉チャック）

personality model

チ
ャ
ッ
ク

進化する　　　　　　　フローティングタイプ
フローティング機構搭載で衝突安全を可能にしました

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

数多くの一般産業用機械のチャッキング・パーツとして、多くのユーザーから厚い信頼をい
ただいている MEPAC シリーズが、「衝突安全」とも言うべき新しい性能を手に入れました。
MEPAC-Floating Type 平行開閉チャックは、MEPAC シリーズの優れた機能にフローティン
グ機構を内蔵。衝撃からチャックやワークピースを守ると同時に、チャック本体で供給検
出をも可能にした画期的なチャッキングユニットです。

検出センサ
「OFF」
異常

検出センサ
「ON」
正常

検出センサ
「OFF」
異常

ワークピース無し位置
（ノーマルポジション）

供給正常位置 浮き上がり位置

ボディー内部に上下フローティング機構を搭
載。不慮の供給ミスでの干渉時、搬送推力や衝
撃荷重などの過負荷から、チャックやワーク
ピースを保護してチャッキングパーツにおける

「衝突安全」を可能にしました。

推力をフィンガへ伝達するレバーは、伝達効率
の良さで定評のある従来機構を採用。フロー
ティングガイド部は特殊硬質皮膜により、滑ら
かで優れた耐摩耗性を実現。動作 1000 万回以
上の長寿命でユーザーの信頼にお応えします。

ワークピースの有無や供給異常を検出するフ
ロート位置検出センサ付。供給と同時に供給検
出をも実現しました。コンパクトなボディーに
秘められた画期的なメカニズムが、品質に対す
る妥協を許しません。

チャック・フローティング機構・供給検出センサの
3 つの要素が一体化。従来、チャッキング機構には
多くのパーツが必要とされていましたが、本製品
はローディングユニットに取り付けるだけの簡単
セットアップ。作業省力化に大きく貢献します。

安全と品質のための「筋肉」フロー
ティング機構搭載。

定評あるクランプ機構とロングライ
フはそのままに。

供給検出をも可能にした 1 台 2 役の
画期的メカニズム。

ローコスト・省力化に貢献する「3 本
の矢」とも言うべきロジック。

4
単動　常時開（NO）

ストローク（mm）

○
6
○

単動（NO）センサ付き
単動（NC）センサ付き

※○内数字は開端検出センサ取付数（Max）

① ①
①

単動　常時閉（NC） ○ ○

①
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フローテイング

フ
ロ
ー
テ
ィ
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グ

フィンガガイド部

※チャック機構図はスタンダードタイプ
　NO, NC（A-27）を参照してください。

旋回型検出カム

フロー
ト

フィンガ

フロート位置
検出センサ

チャック本体

フロート用バネ

チャック回り止めガイド

上部取付タップ

サイド取付タップ

フローティング本体

インロー部

開閉用エアポート

止メ輪

従来の方法 フローティングタイプを使うと

チャック上部にスライドガイ
ドスプリング、センサとドグ、
回り止めなど数多くの部品
を必要としています。

フローティングガイド部か
らワークを把持する位置ま
でのオーバハング量が大き
く、位置繰返し精度を確保
するため高価なガイドを採
用していました。

●

●

コンパクト＆簡単セットアップ。

従来のチャックの全長と同
じスペースに全ての機能を
集約しているので、非常に
コンパクトで、位置精度も
安定しています。

●

●

オ
ー
バ
ハ
ン
グ

段差の吸収 異種・不良ワークピースの検出

■ 従来の方法との比較
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（平行開閉チャック）

personality model

チ
ャ
ッ
ク

フローティング X956 □ FL

●

●

●

不慮の供給ミスでの干渉時、搬送推力や衝撃荷
重からチャックやワークピースを保護します。

単動型（NO・NC）を用意。用途にあわせて
選べます。

フロート位置検出センサにより、ワークピー
スの有無や供給異常を検出します。

※ バネパックについては A-77 をご覧ください。

※ センサの取り扱いは A-80 ～、A-90 ～を参照して
　 ください。
※ 注意事項 A-68 ～をあわせてご覧ください。

■ バリエーション

■ 基本仕様 ■ センサ仕様

センサ付

4 6

X956□FL-NO ○ ○

X956□FL-NC ○ ○

モデルNo.
ストローク  
（mm）

X956 FL -
モデルNo. サイズ記号

無記号：フィンガ開検出センサ無し
　　S：フィンガ開検出センサ付き

無記号：フロートセンサ無し
　　Ｆ：フロートセンサ付き

-
NO：単動（常時開）
NC：単動（常時閉）

動作方式 単動型／平行開閉

清浄空気（ろ過済み圧縮空気）

0.3～0.5MPa

60CPM（max）

±0.1mm

使用流体

使用圧力範囲

5～50℃周囲温度

無給油またはタービン油JIS♯90相当潤滑

使用頻度

M5×0.8配管接続口

繰返し位置精度

±0.4°以内回転方向精度

バネパック（中～高荷重のバネ・止め輪）付属品

名称 フロート位置検出センサ

DC5～24V ±10%
（リップルP-P 10%以下）

FLS-01

1.0m

電源電圧

形式

フォト透過形検出方法

15mA 以下消費電力

フィンガ開端検出センサ

DC12～24V ±10%
（リップルP-P 10%以下）

CS101-A（TAIYO）

1.5m

鉄片近接形

100mA 以下

発光ダイオード ON時点灯表示灯

コード長さ

※ 閉端検出不可
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フローテイング

フ
ロ
ー
テ
ィ
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グ

■ 型式

■ 備考説明

●最大把持点 ●最大許容荷重

※ 1

※ 2
※ 3
※ 4

※ 5

※ 6

※ 7

※ 8

※ 9

※ 10

NO タイプは内径把持で使用しますとワー
クがセンタリングしません。
ストローク公差は0～+1mm程度になります。
クランプ力は空気圧 0.4MPa での理論値です。
標準バネの荷重です。付属のバネは A-77
をご覧ください。
フロート荷重で示す 0st ／ 5st は、フリー
状態／フロートエンドの位置になります。
フロート荷重はチャック本体の質量を含め
た値です。水平方向でご使用になる場合のフ
ロート荷重は、下記を目安にしてください。
X9560FL…フロート荷重 -0.5
X9562FL…フロート荷重 -1.0

ワークピースと爪の摩擦抵抗が 0.3 以上の
場合、A-77「バネパックについて」にてフィ
ンガ動作の確認をおこなってください。
最大許容荷重は静的許容荷重であり、フィ
ンガやフローティング機構が動作可能な範
囲の荷重ではありません。
最大許容荷重は目安であり、保証値ではあ
りません。外力はできるだけ軽減させてく
ださい。
質量（　）はセンサ付の場合です。

X9560FL-NO
X9562FL-NO

13.0

24.0

19

28

23

37

13

27

71（116）

151（196）

※1

F1 F2

※3※2 ※8・9

X9560FL-NC
X9562FL-NC

13.5

27.0

5

5

5

5

3.7/4.5

4.2/5.0

※4・5・6・7 ※10

3.7/4.5

4.2/5.0

19

28

23

37

13

27

71（116）

151（196）

4

6

4

6

モデルNo.タイプ
最大許容荷重（N）ストローク

（mm）

12

16

12

16

シリンダ径
（mm）

質量
（g）

最大
把持点
（mm）

1

1

1

1

開端
センサ
取付数

フロート量
（mm）

理論
クランプ力
（N）

荷重0st/5st
（N）

常時開

常時閉

備　考

単　

動

外径クランプ

内径クランプ

F1

F2
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（平行開閉チャック）

personality model

チ
ャ
ッ
ク

■ クランプ力（理論値）

■ 寸法図

X9560FL-NO-FS
　　　　（NC）

開 閉
4S 0

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

フローティング X956 □ FL

単動型－NC（開力）

0.2

0.25

0.3

0.4
0.5

32.5 4 5 6 7 8910 15 20 30 40 50
爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X95
60

FL
-N

C
X95

62
FL

-N
C単動型－NO（閉力）

0.2

0.25

0.3

0.4
0.5

32.5 4 5 6 7 8 910 15 20 30 40 50
爪のクランプ力（N）

エ
ア
使
用
圧
力
（

M
Pa
）

X9560FL-NO

X9562FL-NO

R0.5

16
8

13.4

20

31.5
21.5

23 φ
18 17

11

6

26 20 φ
10

4
S

4

2518
.5

122

67
※568

32

2.5

2×2-Ｍ3

2×2-Ｍ3深6
4-Ｍ3深6

11
11

センサ

29.5
7

Ｍ5（エアポート）

±
0.

1

 0 -0
.0

5

-0
.0

1
-0

.0
3

※ は最大値を示します。
※ NC はフィンガ間スプリング無し。
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X9562FL-NO-FS
　　　　（NC）

フローテイング

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

※ は最大値を示します。
※ NC はフィンガ間スプリング無し。

開 閉
6S 0

24

18
8

13.4

±
0.

1
30
φ

18 22
14

8
38.5

27.5

R0.5

3426
5

S
5

35 24 φ
10

32

83
＊7010

162
28

4

4-Ｍ4深8

Ｍ5（エアポート）

11
11

センサ

2×2-Ｍ3

2×2-Ｍ4深8
37.5

10

 0 -0
.0

5

-0
.0

1
-0

.0
3
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ク

（平行開閉チャック）

設計上の注意

■ フィンガ部（全機種）

■ フローティングタイプ（X956 □ FL）

●

●

●

●

●

●

●

●

・
・
・

●

●

注）

注）

注）

フィンガアタッチメントはお客様でご用意く
ださい。

フィンガに過大な衝撃荷重がかからないよ
う、使用してください。
フィンガやワークピースを供給部につきあて
ないでください。破損の原因になります。

ワークピースがフィンガ幅の範囲内でつかめる
ようにフィンガアタッチメントを取り付けてく
ださい。横方向のオーバハング荷重は摺動部に
こじれを起こし早期摩耗の原因になります。

フィンガアタッチメントは、軽量に短く作っ
てください。
※オーバハング量は各タイプの製品仕様で定
める規定値以内にしてください。

保持・搬送が可能な質量は、理論把持力の
10％程度となります。
またワークピース・フィンガアタッチメント
の材質・形状・ワークピースの搬送状態によっ
て搬送可能な質量はより小さくなります。

基本仕様のフロート荷重をご確認の上、下記
の検討をしてください。下記に該当する場合
は別の供給方法をご採用ください。

この製品はショックアブソーバのように大きな
衝撃荷重を吸収できる機能やローディングユ
ニット側の推力を止めるストッパ的な機能はあ
りません。必ずローディングユニット側にスト
ロークエンドストッパを設けてください。

フィンガが上を向いた垂直状態ではフロー
ティング機構の能力が充分発揮できないた
め、使用できません。

ワークピースが変形してしまう恐れがある場合。
ワークピース挿入力不足の恐れがある場合。
把持部の摩擦抵抗が大きくフロート荷重が加
わった状態では開閉動作不良の恐れがある場合。フィンガアタッチメント取付の証面は下図の

とおりです。フィンガの根元部分は R 形状
になっており、証面にはできません。

〔エコノミタイプは除く〕

フィンガは閉じきってしまうとクランプ力が
得られません。
0.5mm 以上の閉じしろを残すことをおすす
めします。（閉時把持）

ワークピースの把持部の公差は、最小値で設
定してください。（閉時把持）

開時把持の場合は、開きしろ 0.5mm を残し
ワークピースの把持部公差は最大値で設定し
てください。

ワークピースが変形する場合は、この限りで
はありません。

必要以上に
長すぎる

必要以上に
重すぎる

不可 可不可

オ
ー
バ
ハ
ン
グ

R部

証面

スキ間スキ間

閉じ切った状態

閉じた状態から
0.5mm以上のスキ間

不可 可
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■ エコ・エコ マルチ（X9608,X961□）
■ エコ メカ・エコ マルチ メカ（X9608M,X961□ M）

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

・

・

フロート位置検出センサは、把持したワーク
ピースの状態をチャックの高さにて間接的に
検出する簡易式です。
下記に該当する場合は別の方法をご採用くだ
さい。

ワークを掴む前に爪同士が干渉することの無
いように、爪の設計には十分ご配慮ください。

プッシュヘッド押付け荷重の方向は、プッ
シュヘッド動作方向と平行にしてください。
また、プッシュヘッドに当たる部材は剛性の
高いリニアガイドなどで保持しストローク直
角方向にガタの出ないようにしてください。
偏荷重の場合、把持異常や摩耗などによる早
期故障の原因になります。

プッシュヘッドの中心を押してください。中
心を外れると把持異常や早期破損などの原因
になります。

爪の証面は下図のとおりです。幅広の爪はも
う一方のフィンガに干渉するので逃がしが必
要です。

爪の取付ネジの長さは爪取付面から A 寸法以
内にしてください。これ以上になりますと、
反対側のフィンガを押し破損につながります。

プッシュヘッドをストロークエンドまで押さ
ないでください。本体に押しつけが加わり動
作異常や早期破損の原因になります。

取付基準としてフィンガの基準溝を利用でき
ます。
アタッチメントに平行ピン（JISB1354-1988B）
種を固定してから溝に入れてください。溝にピ
ンを入れる時、叩いたりねじったりしないでく
ださい。平行ピンはお客様でご用意ください。

ワークの横方向案内を設ける場合は、下図の方
法（片側のみ）を推奨します。把持が不安定に
なる恐れがあります。

本製品は全方向に働くフローティング機構を
兼ね備えていません。

フロート量は基本仕様のフロート量× 0.9 以
内でご使用ください。不足する恐れがある場
合は別の供給方法をご採用ください

フロート荷重は、ローディングユニットのス
ピードにより大きくなる可能性があります。

ワークピースの有無や把持した状態にかかわら
ずチャックのフロート位置が安定しない恐れが
ある場合。（チャック周辺部の剛性不足、異物
の混入、ワークピースの公差 etc.）
後工程での製品検査でワークピースの有無や状
態が検出不可能な場合。

ストロークエンド

ワークピース案内

偏荷重

平行ピンB種
（JISB1354-1988）

溝G

φG×L

+0.02
  0

モデルNo. G（mm）L（mm）
X9608 1.2 4
X9612 1.2 5
X9618 1.5 8

A

爪取付面

逃がし 証

2×A以上

A A

設計上の注意
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（平行開閉チャック）

取付上の注意

■ 全機種

■ スタンダード（X95 □□）

■ テイスト（X95 □□ T）

  参考図（ブラケット）  
  参考図（ブラケット）  

●

●

●

●

●

●

●

●

ブラケットはお客様でご用意ください。

ブラケットは抱きしめ固定方法にすることで
高さと角度の調整ができます。

チャックの固定は、ボディのシャンク部φ
da とφ db（復動のみ）を利用してください。
その他の部分での固定は、ボディに変形を起
こし動作不良の原因になるので、おこなわな
いでください。

φ db で固定する場合、シリンダ内部に変形
が起きることを防ぐため、図のように抱きし
め固定方法にしてください。

チャックの固定は、ボディのシャンク部φ
da または取付面と取付穴をご利用ください。
その他の部分での固定は、ボディに変形を起
こし動作不良の原因になるので、おこなわな
いでください。

φ da で固定する場合、シリンダ内部に変形
が起きることを防ぐため、図のように抱きし
め固定方法にしてください。

センサを使用しない場合φ dc はサポータ（振
れ止めのインロー）として使用してください。

ブラケットは抱きしめ固定方法にすることで
高さと角度の調整ができます。

φda

ブラケット

φdc

φda

φdb

ブラケット

φdc

復動 単動

φda

ブラケット

押え板

φ8H8

φ4.5

8 4.5

φ10H8

10 5

X9558 X9559 / X9560 / X9561
X9562 / X9570
X9571 / X9572

φ5.5

φD1H8

φ6.5
L1 6

モデルNo.
X9563T / 73T
X9564T / 74T

D1

22
26

L1

17
19
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■ オールマイティ（X966 □） ■ スマート（X967 □）

  参考図（ブラケット）  

  参考図（スペーサ）  

●

●

●

●

●

●

※

横面取付けは、ボディ側面のタップ穴を利用
して固定します。チャックの取付け座面が平
坦でない場合は、シリンダ部に変形を起こし、
動作不良となることがあります。

相手側から固定ボルトが通せない場合は、広
い座面のスペーサを挟んで 1 ランク小径のボ
ルトを使用し、チャック側より固定してくだ
さい。タップ下穴は貫通です。

シャンク取付けとする場合は、シリンダ内に
変形を起こさないように抱きしめ固定方法で

（φ d）部をクランプしてください。この方
法は、高さや向きの調整が容易にできる利点
もあわせ持っています。

横面取付けは、ボディ側面のタップ穴を利用
して固定します。チャックの取付け座面が平
坦でない場合は、シリンダ部に変形を起こし
動作不良となることがあります。

相手側から固定ボルトが通せない場合は、広
い座面のスペーサを挟んで 1 ランク小径のボ
ルトを使用し、チャック側より固定してくだ
さい。（タップ下穴は貫通です。）

センサ付の場合、周囲の強磁性体の影響によ
り誤作動する恐れがあります。センサ仕様
A-82 ～をお読みになり、正しく設置してく
ださい。

センサ付の場合、この固定方法はできま
せん。センサとネジが干渉及び、センサ
誤作動の原因になります。

取付上の注意

ブラケット

スペーサ

φd

スペーサ

φD1H8 φ6.1
L1 6

モデルNo.
X9660
X9661

D1

18
20

L1

15
16

X9662
X9663

22
26

17
19

X9664 34 23

L2

W
T

L1

モデルNo. L1 L2 W T
X9670 26 18 12 4
X9672 38 26 15 4
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（平行開閉チャック）

取付上の注意

■ マイクロ（X960 □） ■ ショート（X95 □□ B）
●

●

●

●

チャックの固定は、ボディ端面の取付け用
タップ穴を使用します。

φ da 部を抱きしめ固定することもできますが、
シリンダ内蔵部に変形を起こさないようにブラ
ケットの精度をあげて使用してください。

チャックの固定はボディのシャンク部φ da
を利用してください。φ db での固定はシリ
ンダ内蔵部に変形を起こし動作不良の原因に
なるので、おこなわないでください。

抱きしめ固定方法をとることで高さと角度の
調整が容易になります。

  参考図（ブラケット）  

  参考図（ブラケット）  

● 慣性によってチャックが不安定になるような
場合は、φ da 部を固定してからφ db 部に振
れ止めを取り付けるように設計してください。

ブラケット

φda

φdb

フィンガ

φD1H8

φ6.5
L1 6

モデルNo.
X9558B
X9559B

D1

18
22

L1

15
17

X9560B
X9562B

25
34

18.5
23

ブラケット

φda

φ6H8

φ4.5
7 4.5
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■ フローティング（X956 □ FL）

■ エコ・エコ マルチ（X9608・X961 □）

■ エコノミ メカ（X9610M）

  取付面と取付穴部取り付け  

  シャンク部取り付け  

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

シャンク部の内部はピストンがスライドする構
造のため必ず必ず抱き締め方法（下図）として
ください。必要以上に締め過ぎますと機能と寿
命の低下につながります。
本製品はプッシュヘッドを本体に接触させない
範囲で使用するものです。万が一、装置調整時
や運転中の異常時にプッシュヘッドを押し込み
過ぎ本体とぶつかる恐れがある場合は止め輪を
用いて、本体外れ防止処置を施してください。

チャック取付面が平坦でない場合は、ピストン
部に変形を起こし動作不良の原因になります。
側面取付穴は貫通していますが、M3 等の小径
ネジではさみ込む取り付けはおやめください。
取り付けが不安定になるばかりでなく動作不良
の原因につながります。（下図左）
側面取付はフィンガ近辺で変形を起こしやすい
ので取付部品が接触しないよう逃がしを施して
ください。（下図右①）
本製品はプッシュヘッドを本体に接触させない範
囲で使用するものです。万が一、装置調整時や運
転中の異常時にプッシュヘッドを押し込み過ぎ本
体とぶつかる恐れがある場合は止め板を用いて、
本体外れ防止処置を施してください。（下図右②）
側面取付のネジ有効長さ（下図③）は 8mm 以
内にしてください。

横面取り付けは、ボディ側面のタップ穴を利
用して固定します。また、上部取付面にはフ
ロート荷重を受けるストッパを取り付けるこ
とをお奨めします。

横面取付は、ボディ側面のタップ穴を利用し
て固定します。チャックの取付座面が平坦で
ない場合は、シリンダ部に変形をおこし、動
作不良となることがあります。
また、フィンガ近辺は変形をおこしやすいの
で取付部品が接触しないよう逃がしを施して
ください。ネジの有効長さは 2 × d 以下にし
てください。

上部取り付けは、ボディ端面の取付け用タッ
プ穴を使用します。

チャックの取付け座面が平坦でない場合は、
シリンダ部に変形を起こし動作不良となるこ
とがあります。

ボディ側面のタップ穴は貫通していますが小
径ネジで、はさみ込む取付はおやめください。
取付が不安定になるばかりでなく動作不良の
原因につながります。

製品を PPU やロボットに取り付けるときは、
シャンク部または、取付面と取付穴をご利用
ください。

取付上の注意

逃がし

ネジ径ｄ

2×ｄ
以下

この部分は取付部品に
接触させないでください

規格：軸用C型止め輪 12

注意

●インロー部は割り締
め固定できません。
動作不良の原因にな
ります。

インロー部

ストッパ

M4タップ
M3  M3

タップ
 M4

②

③

①
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（平行開閉チャック）

配管上の注意

■ 全機種（エア タイプ）

■ スタンダード（X95 □□）

■ テイスト（X95 □□ T）

■ オールマイティ（X966 □）

●

●

（1）

（1）

（1）

（2）

（2）

配管継手は慣性力を考慮して極力バーブ継手
を使用してください。ワンタッチ継手類は形
状が大きく、サポータやブラケットに干渉す
る恐れがあり、注意が必要です。

配管ラインにはスピードコントローラを取り
付けて必ずフィンガ開閉速度の調整をおこな
い、できるだけソフトに掴むようにしてくだ
さい。必要以上のスピードで使用すると、衝
撃荷重が倍加され精度や寿命に悪影響をおよ
ぼすことがあります。

復動型 スタンダードタイプの配管
本製品にはエア配管用ポートが 2 個ありま
す。両ポートとも、配管してください。

配管
本製品にはエア配管用ポートが 2 個ありま
す。
単動型は片側のポートのみに、復動型は両
ポートとも配管してください。また、単動
型については、配管後不要ポートにプラグ
栓をしてください。

本製品にはエア配
管用ポートが 2 個
あります。両ポー
トとも、配管して
ください。

本製品にはエア配
管用ポートが 2 個
あります。2 つと
もクランプ用です
ので型式に従い配
管してください。
不要ポートにはプ
ラグ栓をしないで
ください。

復動型オールマイティタイプの配管

単動型オールマイティタイプの配管

単動型 スタンダードタイプの配管
本製品にはエア配管用ポートが 2 個ありま
す。2 つともクランプ用ですので使い勝手
により配管してください。

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

バーブ継手

ポート（開）
（X9570は閉）

ポート（閉）
（X9570は開）

バーブ継手

ポート（NO：閉　NC：開）
（プラグ栓）

ポート（NO：閉　NC：開）
（プラグ栓）

バーブ継手

ポート DO：開
NO：閉（プラグ栓）

ポート DO：閉
NO：閉（プラグ栓）
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■ エコ・エコマルチ■ マイクロ（X960 □）

■ フローティング（X956 □ FL）

■ ショート（X95 □□ B）

■ スマート（X967 □）

●

●

●

●

●

●

（1）

（1）

（1）

（1）

（2）

メータインのスピードコントローラを使用し
てください。
エコタイプはエア配管用ポートが 1 個あります。

エコマルチタイプはエア配管用ポートが 2 個あ
ります。

X9608 は本体つらより継手の六角部が飛び出し
てしまうものがあります。干渉のある場合は小
さな継手をご使用ください。

（参考 CKD. FTS4-M3）

エア配管ポートもフロートするので、継手の
固定は確実におこない、エアチューブは軟質
系（ソフトナイロン・ポリウレタン）をご使
用してください。
継手を締め付けるときの回り止めは、チャッ
ク本体でおこなってください。

（フィンガやフローティング本体ではおこな
わないでください。）

空圧ホースは継手の根元まで確実に差し込
み、チャックが移動するとき口元よりホー
スが折れ曲がることのないように注意して
ください。

本製品にはエア配管用ポートが 1 個あります。

単動型ショートタイプの配管
本製品にはエア配管用ポートがひとつあり
ます。

本製品にはエア配
管用ポートが 2 個
あります。両ポー
トとも、配管して
ください。

本製品にはエア配
管用ポートが 2 個
あります。閉ポー
トに配管してくだ
さい。開ポートに
はプラグ栓をしな
いでください。

単動型マイクロタイプの配管
本製品にはエア配管用ポート
が 1 つあります。

復動型スマートタイプの配管

単動型スマートタイプの配管

配管上の注意

ポート

バーブ継手

ポート

ポート複動

単動
複動

バーブ継手

バーブ継手

ポート
NO用：閉／NC用：開

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

バーブ継手

ポート（開）

ポート（閉）

ポート（NO：閉／NC：開）

バーブ継手

X9600（閉）
X9605（開）
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（平行開閉チャック）

取扱い上の注意

■ 全機種 ■ オールマイティ（X966 □）

■ フローティング（X956 □ FL）

■ メカタイプ

■ スタンダード（X95 □□）

■ テイスト（X95 □□ T）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

MEPAC は精密部品でできています。ボディ
に打こんや変形を起こさないように取り扱っ
てください。

分解しないでください。機能や性能の再現が
できないことがあります。

ご使用の前に必ず取扱説明書をお読みにな
り、正しくお使いください。

本製品の仕様及び形状は改良のため予告なく変
更することがありますので、ご了承ください。

センサについては、センサ仕様 A-80 をお読
みください。

センサを 2 個付で使用される場合は、配管継
手と干渉しないよう、エアポート側をフィン
ガ（閉）の確認用センサとして使用してくだ
さい。

センサは出荷時点で、それぞれ NO ／ NC ／
DO タイプに組込み設定されています。何ら
かの理由で仕様を変更される場合は、性能保
持のため弊社までお申し付けください。

セ ン サ に つ い て は、 セ ン サ の 仕 様 A-80・
A-90 をお読みください。

指定外のバネは使用しないでください。

フロートエンド（フローティング機構のスト
ロークエンド）では使用しないでください。
衝撃などにより、チャックが破損またはフィ
ンガ誤動作の原因になります。

プッシュヘッドは回転方向や横方向に外的負
荷を加えないでください。把持異常や早期破
損などの原因になります。

プッシュヘッド及びフィンガ部に大きな衝撃
や負荷などを加えないでください。把持異常
や早期破損などの原因になります。

センサについては、センサ仕様 A-84 をお読
みにください。

センサは出荷時フィンガ開で ON するように
調整してあります。

センサについては、センサ仕様 A-80 をお読
みにください。
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取扱い上の注意

■ フローティング（オプション）

3. 使用上の注意

4. フロート用バネの交換について

5. 交換方法

1. バネパックの内容

バネパックについて

2. 基本使用

※

※

※

※

※

※

※

●

●
●

●

●

●

・

・　

・
・

・

・

本製品をご使用になる上で、フローティング機構
部のバネ荷重が弱く適正な機能が発揮されない場
合に、このバネを使用していただく事により、本
製品を有効にご活用いただく事ができます。

（ご購入時、本製品には標準バネが組み込まれてい
ます。）

※ バネ交換説明は、取説にも記載しています。

フロート荷重で示す 0st ／ 5st は、フリーの
状態／フロートエンドの位置になります。

フロート荷重は、チャック本体の質量を含め
た値です。水平方向でご使用になる場合のフ
ロート荷重は、下記を目安にしてください。

X9560FL・・・フロート荷重　－　0.5
X9562FL・・・フロート荷重　－　1.0

止め輪を外すと、バネ力によりチャック
が飛び出しますので、手でしっかり押さ
えて作業してください。
抜いた止め輪はキズや変形している恐れ
があるので、破棄してください。

チャック本体に付着しているグリスは、
拭き取らないでください。

止め輪がグラグラ動かない事を確認して
ください。

ゴリゴリしている場合は、異物混入など
の恐れがあるので、再度チャックを外し
て摺動部の異常を取り除いてください。

フロート用バネ荷重が大きくなると、フィン
ガの動作に悪影響（緩慢・不動）を与えるの
で下記の検討をおこなってください。

交換は保守専任者に限ります。
電源を切りエアを遮断してから、本製品を装
置から取り外してください。
交換作業は、切粉等が混入しない環境で行っ
てください。
交換を終え、装置へ再度取り付けたチャック
の芯出しや、センサ調整は確実に行ってくだ
さい。
交換時、チャック本体やフローティング本体
へ、キズや打痕などつけないでください。

フローティング本体とチャックの回転方向位
置を合わせる目印とするため、マーキングを
してください。
チャックをフロートさせた状態で止め輪をラ
ジオペンチ（JIS B4631 呼び 150）でしっか
りはさみ、静かに引き抜きます。この際、軸
を傷つけないでください。動作不良や早期摩
耗による寿命低下の原因になります。

バネを交換します。
フローティング本体へチャックをマーキング
の位置を合わせて差し込みます。
付属の止め輪を溝に差し込み、手で奥まで挿
入します。

フロートがスムーズに動作する事を確認します。

フローティング本体からチャックを抜き取り
ます。

使用可能な条件
フィンガ開閉推力＞フロート荷重×μ×Ｓ

μ：ワークピースと爪の摩擦係数
Ｓ：安全率　1.5 ～ 2

チャック型式 バネパック内容

X9560FL

X9562FL

中荷重（青色）1本・止メ輪 1ヶ

中荷重（青色）高荷重（黄色）各 1本・止メ輪 1ヶ

ノーマルオープン（NO）チャック型式

フィンガ開閉推力

ノーマルクローズ（NC）

（N）

X9560FL
X9562FL

5
9

3
5

中荷重（青色）チャック型式

バネ種類 フロート荷重　0st／5st

高荷重（黄色）

（N）

X9560FL

X9562FL

5.7／7

6.2／7.5

－

7.9／10
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（平行開閉チャック）

開閉動作確認センサ  VR15

●

●

1.

2.

●

●

安価な有接点リードスイッチです。

応差は 2mm 以下と比較的大きいが 2 線式配
線で取り扱いが容易です。

センサの配線をおこなう前に必ず取扱説明書
をお読みください。
配線の前に接続する装置の電源を切ってくだ
さい。

周囲に強力な磁界が発生する場所では、鉄板
などで磁気シールドを施してください。

チャック本体の外周およびセンサ近辺には、
強磁性体（鉄など）を近づけないでください。
目安として 10mm 以上離すようにしてくだ
さい。

※センサバンドは付属しておりません。

■ 仕様

センサバンドは A-89

■ 設置場所

●

●

●

電源は必ず切ってから配線してください。
火災・感電の原因になります。
配線は正しくおこなってください。
誤配線は、火災・感電・誤動作の原因にな
ります。
センサコードには曲げ・引っ張りなどの荷
重が加わらないようにしてください。感電・
誤動作の原因になります。

警告

形式 VR15

名称 磁気近接形センサ

AC10～125V・DC10～100V共用

6～40mA

発光ダイオード　ON時点灯

－10～＋60℃

5m

使用電圧範囲

使用電流範囲

（AC）2VA・（DC）1W最大開閉容量

1msec以下動作時間

表示灯

30G耐衝撃性

使用温度範囲

コード長さ

32g質量
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開閉動作確認センサ
VR15

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

リードスイッチ・表示灯を組込んだ磁気近接
形センサをチャック本体の外周に取り付け、
磁石の装着してあるピストンがその下方に位
置したときにリードスイッチを作動させ、シ
リンダのストローク位置を外部より非接触で
検出するものです。

リード線の色分けに従って正
しく接続してください。接続
するときは必ず接続側電気回
路の装置電源を切って作業を
おこなってください。

センサの使用電圧・電流以下での使用は、表
示灯が点灯しない場合がありますので注意し
てください。

センサのコードには、曲げ・引っ張りなどの荷
重が加わらないようにしてください。特にセン
サコード根元に荷重が加わらないよう、センサ
のコードを固定するなどの処置をしてください。
センサの直列接続はしないでください。セン
サ自身による電圧下降によって表示灯が点灯
しなかったり、負荷が作動しないなどの場合
があります。
センサの並列接続はしないでください。信号
は正常に出力しますが、表示灯が点灯しない
場合があります。
センサのコードは、他の電気機器の動力源と
できるだけ離してください。束ねたり、近く
に配線したりすると、誘導電流によりセンサ
および負荷に悪影響をおよぼします。
表示灯付のセンサを直流で使用する場合、白
色コードを（＋）側に、黒色コードを（－）
側に接続してください。
センサのコードを 10m 以上延長する場合、
センサが閉じたときに溶着を起こす危険があ
るので、センサの近くにチョークコイル（L=
約 2mH 相当品）を直列に接続してください。
センサの使用電圧・電流および接点容量をこ
える負荷は使用しないでください。
センサには電源を直接に接続しないでくださ
い。必ずリレー・シーケンサなどの所定の負
荷を介して接続してください。
周囲に多量のサージ電圧が発生している場
合、または多量のサージ電圧を発生するコイ
ル（4VA 程度以上のリレー等）を負荷に使用
する場合は、センサ保護のため負荷に並列に
保護回路を設けてください。

センサの最高感度位置は、センサ先端から
9mm の位置にあります。
磁石が最高感度位置にくるようにセンサを取
り付けると、最も確実に検出できます。

→印の方向にピストンが動いて磁石が（A）
の位置にくると、センサは ON になります。
ON の状態は（A）－（B）間続き、これを動
作範囲といいます。

ピストンが（A）の ON した位置より←閉方
向に移動したとき（C）の位置まで ON の状
態が続きます。この（A）－（C）間を応差
といいます。

■ 動作説明 ■ 使用上の注意

■ センサ最高感度位置

最高感度位置9

リードスイッチ コンデンサ（0.1／μF）
抵抗（1／KΩ）

ダイオード
（200V.1A以上のもの）

DC  24V使用時バリスタ電圧  47V前後
DC  48V使用時バリスタ電圧100V前後
DC100V使用時バリスタ電圧270V前後

サージ
アブソーバ

DC.AC R

リードスイッチ

（＋）

（－）

DC.AC R

リードスイッチ
DC.AC

開方向
作動範囲

（A）（B）

閉方向
応差

（C）（A）

ダイオード

発光ダイオード
（＋）

（＋）：白（茶）
（－）：黒（青）

（－）



 A-80

チ
ャ
ッ
ク

（平行開閉チャック）

●
●

1.

2.

●

●

●

●

●

高周波発振形センサです。
応差が小さく、繰り返しの検出精度が高いの
で微小差のクランプ検出をおこなうことがで
きます。

センサの配線をおこなう前に必ず取扱説明書
をお読みください。
配線の前に接続する装置の電源を切ってくだ
さい。

周囲に強力な磁界が発生する場所では、鉄板など
で磁気シールドを施してください。
センサ周辺には、強磁性体（鉄など）を近づけない
でください。目安として、20mm 以上離すように
してください。センサが誤作動する恐れがあります。

センサのコードには、曲げ・引っ張りなどの荷重が加
わらないようにしてください。特にセンサコード根元
に荷重が加わらないよう、センサのコードを固定する
などの処置をしてください。
センサのコードは、他の電気機器の動力源とでき
るだけ離してください。束ねたり、近くに配線し
たりすると、誘導電流によりセンサおよび負荷に
悪影響をおよぼします。

リード線の色分けに従って正しく接続してくださ
い。接続するときは必ず接続側電気回路の装置電
源を切って作業をおこなってください。誤配線、
負荷の短絡はセンサ・負荷側電気回路の破損を招
きます。たとえ瞬間的な短絡であっても、出力回
路の焼損につながります。また、通電しながらの
作業はセンサ・負荷側電気回路の破損を招きます。

■ 仕様

■ 設置場所

■ 使用上の注意

●

●

●

電源は必ず切ってから配線してください。
火災・感電の原因になります。
配線は正しくおこなってください。
誤配線は、火災・感電・誤動作の原因にな
ります。
センサコードには曲げ・引っ張りなどの荷
重が加わらないようにしてください。感電・
誤動作の原因になります。

警告

形式 CS101-A

名称 鉄片近接形センサ

DC12～24V　±10%
（リップルP-P 10%以下）

DC24V時　MAX100mA
（NPNオープンコネクタ出力）

発光ダイオード　ON時点灯

－10～＋60℃

1.5m

電源電圧

使用電圧・電流

DC24V時　MAX1V電圧下降

50G耐衝撃性

表示灯

複振幅 1.5mm  10～55Hz 2時間耐振動

使用温度範囲

コード長さ

0.12m2  3芯 外径φ2.9mm
キャブタイヤコード

結線方式

ダイオード

ツェナーダイオード

発光
ダイオード主

回
路

ス
イ
ッ
チ

電源

出力

GND

＋（茶）（赤）

（黒）（白）

（青）（黒）

開閉動作確認センサ  CS101-A
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開閉動作確認センサ
CS101-A

●

●

●

●

●

●

●

●

センサと負荷の電源が同じ場合

センサ OFF 時にサージ電圧が発生しますの
で、負荷側に保護回路を必ず設けてください。

センサ ON 時に突入電流が発生しますので、
保護回路を必ず設けてください。

リード線配線が長い場合（約 20m 程度）や、
電気的環境が悪く電源にノイズが混入する場
合は、電源ラインにノイズフィルタを挿入し
てください。

センサの動作状態はセンサの表示ランプで確
認できます。ただし、出力漏れ電流がスイッ
チの個数分増加しますので注意してください。

シーケンサ内部に電源を内蔵している場合

シーケンサ内部に電源を内蔵していない場合

センサと負荷の電源が異なる場合

■ 接続方法

■ 出力回路保護

1. 基本回路

誘導負荷（リレー・電磁弁等）を接続使用する場合

容量性負荷（コンデンサ等）を接続使用する場合

4. 直列接続

3. 並列接続

2. プログラマブルコントローラ（シーケンサ）との接続

負
荷

茶

黒

青

センサ・負荷用直流
電源 DC12～24V

主
回
路

ス
イ
ッ
チ

茶

黒

青

負荷用直流電源
DC12～24V

センサ用直流電源
DC12～24V

負
荷主

回
路

ス
イ
ッ
チ

主
回
路

ス
イ
ッ
チ

茶

黒

青

プログラマブルコントローラ
直流電源

内部電源入力端子

COM

主
回
路

ス
イ
ッ
チ

茶

黒

青

プログラマブルコントローラ

直流電源

入力端子

COM

茶茶

茶

黒黒黒

青青青

直流電源

スイッチ1 スイッチ2 スイッチn

負
荷

茶茶

茶

黒黒黒

青青青

直流電源

負荷用電源

スイッチ1 スイッチ2 スイッチn

R1 R2 Rn

負　荷

R1 接点 R2 接点 Rn 接点

茶

黒

青

直流電源

0.1μF.1KΩ

コンデンサ
抵抗

負
荷ス

イ
ッ
チ

無
接
点

茶

黒

青

直流電源

200V.1A以上

ダイオード 負
荷ス

イ
ッ
チ

無
接
点

茶

黒

青

直流電源

バリスタ電圧DC30V以下

サージ
アブソーバ

負
荷ス

イ
ッ
チ

無
接
点

茶

黒

青

直流電源

コンデンサ

保護回路（抵抗R）

ス
イ
ッ
チ

無
接
点

IC

注）R〔Ω〕の値は、次の式で求めた値以上にしてください。

R＝　　〔Ω〕 V：電源電圧
0.2
V
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（平行開閉チャック）

開閉動作確認センサ  0,2,3,H/V

1.

2.

センサの配線をおこなう前に必ず取扱説明書
をお読みください。
配線の前に接続する装置の電源を切ってくだ
さい。

●

●

●

電源は必ず切ってから配線してください。
火災・感電の原因になります。
配線は正しくおこなってください。
誤配線は、火災・感電・誤動作の原因にな
ります。
センサコードには曲げ・引っ張りなどの荷
重が加わらないようにしてください。感電・
誤動作の原因になります。

警告

●

●

●

●

●

周囲に強力な磁界が発生する場所では、鉄板な
どで磁気シールドを施してください。

センサ周辺には、強磁性体（鉄など）を近づけ
ないでください。目安として、10mm 以上離す
ようにしてください。

チャック同士が接近する場合、目安として
20mm 以上離すようにしてください。

本体のセンサ取付溝にセンサを差し込み、溝に
沿ってセンサを移動させ、所定の位置で締付ネ
ジを締め付けてください。

締付ネジの締め付けには精密ドライバを使用し、
締付トルク 0.1 ～ 0.2N・m（1 ～ 2kgf・cm）で
締め付けてください。

■ 設置場所

■ センサの取り付け

強磁性体の接近方法

■ センサ一覧と表示方法
センサ形式 概　要

0H

備　考

標準仕様有接点 2線式リード線軸方向

0V 選択仕様有接点 2線式リード線直角方向

2H 〃無接点 2線式リード線軸方向

2V 〃無接点 2線式リード線直角方向

3H 〃無接点 3線式リード線軸方向

3V 〃無接点 3線式リード線直角方向

10

10強磁性体

強
磁
性
体

X9670-DO-SS-
チャック製品記号A-48をご覧ください。オプション：センサ型式

2H
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開閉動作確認センサ
0,2,3,H/V

●

●

●

●

●
●

●
●

注）

●

●

●

●

●

●

リードスイッチ・表示灯を組込んだ磁気接近形セ
ンサをシリンダ本体の外周に取り付け、磁石の装
着してあるピストンがその下方に位置したときに
リードスイッチを作動させ、シリンダのストロー
ク位置を外部より非接触で検出するものです。

接続や配線及び使用上の注意事項は A-86 ～をご
覧ください。

→印の方向にピストン
が動いて磁石が（A）の
位置にくると、センサ
は ON になります。
ON の状態は（A）-（B）
間続き、これを動作範
囲といいます。

ピストンが（A）の ON
した位置より←印の方
向に移動したとき（C）
の位置まで ON の状態
が続きます。
こ の（A）-（C） 間 を
応差といいます。

「ON」限界位置の実測値です。
実際に取り付けの場合は、安全を見込んで開側
は－側へ、閉側は＋側へずらして取り付けてく
ださい。
センサ本体の飛び出し寸法を示します。
センサ飛び出し部が他の部品と干渉しないよう、
L ＋ 10mm 以上のスペースを確保してください。

上記の負荷電流の最大値：20mA は、25℃でのも
のです。スイッチ使用周囲温度が 25℃より高い
場合は、20mA より低くなります。（60℃のとき 5
～ 10mA となります。）

有接点センサ

0 Ｈ・0 Ｖ

2 Ｈ・2 Ｖ

3 Ｈ・3 Ｖ

共通仕様

無接点センサ

■ 動作説明

■ センサ内部回路図

■ センサ飛び出し寸法

■ 仕様

ス
イ
ッ
チ

主
回
路

茶線（＋）
（白線）

青線（－）
（黒線）

茶線（電源＋）
（赤線）

黒線（出力）

茶線（白線）

（白線）
青線（電源－）

青線（電源－）

（黒線）

（黒線）

ス
イ
ッ
チ

主
回
路

V

H
L

＋ －

センサ型式

0H 6 -3 0 -8 22.5

X9670
開端 閉端 開端 閉端

X9672
センサ本体全長

0V 6 -3 0 -8
2H 6 -3 -1 -8 18.5
2V 5 -3 -3 -7
3H 5 -3 -2 -6 18.5
3V 7 -3 -1 -9

（mm）

DC500Vメガーにて20MΩ以上絶縁抵抗
ＡＣ1000Ｖ１分間印加にて、異常なきこと絶縁耐圧

－10～＋60℃周囲温度
IEC規格IP67、JIS  C0920（防浸形）、耐油保護構造

内部降下電圧

項目
有接点センサ形式

0 Ｈ ・ 0 Ｖ
プログラマブル

コントローラ、リレー用

DC12/24V
5～50mA

AC100V
7～20mA

2.4V以下
発光ダイオード（ＯＮ時点灯）

294m/S　（30Ｇ）2

用途

負荷電圧
負荷電流

ランプ
リード線長さ

最大衝撃

1m
2

耐油性ビニールキャップ
タイヤコード２芯0.2mm

内部降下電圧

項目
無接点センサ形式

２ Ｈ ・ ２ Ｖ 3 Ｈ ・ 3 Ｖ
プログラマブル
コントローラ専用

ー
DC10～30V

5～20mA（注１）

ー

4V以下
発光ダイオード（ＯＮ時点灯）

1mA以下

プログラマブル
コントローラ、リレー用

DC24Vにて
10mA以下（ＯＮ時）

DC10～28V
DC30V以下
100mA以下

100mAにて0.5V以下

10μA以下

980m/S　（100Ｇ）2

1m 耐油性ビニールキャップ
タイヤコード3芯0.2mm

用途

電源電圧
負荷電圧
負荷電流
消費電流

ランプ
漏れ電流
リード線長さ

最大衝撃

1m
2 2

耐油性ビニールキャップ
タイヤコード２芯0.2mm

閉方向 応差

（A）（C）

開方向 作動範囲

（A） （B）
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（平行開閉チャック）

開閉動作確認センサ  D13,E33,D14,E34

1.

2.

センサの配線をおこなう前に必ず取扱説明書
をお読みください。
配線の前に接続する装置の電源を切ってくだ
さい。

●

●

●

●

●

周囲に強力な磁界が発生する場所では、鉄板な
どで磁気シールドを施してください。

センサ周辺に、強磁性体（鉄など）が密接する
ような場合、シリンダ内の磁力が奪われ、セン
サが作動しなくなる恐れがありますのでご注意
ください。万が一発生した場合は非磁性体（ア
ルミなど）に変更してください。
※強磁性体（鉄など）が移動しチャックに接近
する場合も、センサが動作しなくなる恐れがあ
りますのでご注意ください。
※鉄粉が多量に堆積する場合もセンサが作動し
なくなる恐れがありますのでご注意ください。

チャック同士が密接する場合、シリンダ内の
磁力が干渉し合い、センサが誤作動する可能
性がありますのでご注意ください。目安として
20mm 以上離すか、隣接するチャックの磁界の
影響を受けないような対策をしてください。ま
た、運転前の動作確認を十分行ってください。

本体のセンサ取付溝にセンサを差し込み、溝に
沿ってセンサを移動させ、所定の位置で締付ネ
ジを締め付けてください。

締付ネジの締め付けには精密ドライバを使用し、
締付トルク 0.1 ～ 0.2N・m（1 ～ 2kgf・cm）で
締め付けてください。

■ 設置場所

■ センサの取り付け

■ センサ一覧と表示方法

●

●

●

電源は必ず切ってから配線してください。
火災・感電の原因になります。
配線は正しくおこなってください。
誤配線は、火災・感電・誤動作の原因にな
ります。
センサケーブルには曲げ・引っ張りなどの
荷重が加わらないようにしてください。感
電・誤動作の原因になります。

警告

センサ形式 概　要

E34L1

備　考

標準仕様無接点 2線式ケーブル 1m、直角方向

D14L1 選択仕様無接点 2線式ケーブル 1m、軸方向

E33L1 〃無接点 3線式ケーブル 1m、直角方向

D13L1 〃無接点 3線式ケーブル 1m、軸方向

※ケーブル長さ3mも用意しています。記号末尾の数字を「3」
　にしてください。　例：D14L3

X9608-D-SS-
チャック製品記号A-18 をご覧ください。 無記号：E34L1付属

D14L1：D14L1付属
E33L1：E33L1付属
D13L1：D13L1付属

D14L1
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開閉動作確認センサ
D13,E33,D14,E34

●

●

●

●
●

●
●

●

リードスイッチ・表示灯を組込んだ磁気接近形
センサをシリンダ本体の外周に取り付け、磁石
の装着してあるピストンがその下方に位置した
ときにリードスイッチを作動させ、シリンダの
ストローク位置を外部より非接触で検出するも
のです。

→印の方向にピストンが
動いて磁石が（A）の位
置にくると、センサは
ON になります。
ON の状態は（A）-（B）
間続き、これを動作範囲
といいます。

ピストンが（A）の ON
した位置より←印の方向
に移動したとき（C）の
位置まで ON の状態が続
きます。
この（A）-（C）間を応
差といいます。

「ON」限界位置の実測値（目安）です。
実際に取り付けの場合は、安全を見込んで開側
は－側へ、閉側は＋側へずらして取り付けてく
ださい。
センサ本体の飛び出し寸法を示します。
センサ飛び出し部が他の部品と干渉しないよ
う、L ＋ 10mm 以上のスペースを確保してくだ
さい。
E33・E34 は閉端検出の場合、本体へセンサを
差し込む方向が逆になります。（ケーブル側か
ら差込み）

■ 動作説明

■ センサ内部回路図

■ センサ飛び出し寸法

■ 仕様

青（－）

茶（＋）

黒（OUT）

青（－）

茶（＋）

D14・E34用回路図

D13・E33用回路図

主
回
路

ス
イ
ッ
チ

主
回
路

ス
イ
ッ
チ

センサ型式

D13, D14 9 5

X9608（M）
開端 閉端

11 5

X9612（M）
開端 閉端

11 4
E33, E34 -2 -4 1 -4 0 -7

24
15

X9618（M）
Ｌ（mm）

センサ本体
全長開端 閉端

L

＋ －

D13・D14

E33・E34

項目 無接点センサ形式
D13・E33 D14・E34
DC：5～28V
DC：28V以下
0.1～40mA

1ms以下

ー
DC：10～28V
5～20mA

電源電圧
負荷電圧
負荷電流

0.5V以下 5V以下

PVC 0.15mm2  3芯  外径φ2.6mm PVC 0.2mm2  2芯  外径φ2.6mm

内部降下電圧
50μA以下（DC24V）1mA以下（DC24V、25℃時）漏れ電流

動作時間
1ms以下復帰時間

IP67（IEC規格）　JIS C0920
線芯外形　約1mm

保護構造
あり出力保護回路

発光ダイオード（ON時点灯）表示灯
プログラマブルコントローラ・小形リレー用用途

10ｇ（1ｍ）　　30ｇ（3ｍ）質量

※D33、E33はNPN仕様。

DC500V メガにて 100MΩ以上（ケース～コード間）絶縁抵抗
AC1500V 1 分間（ケース～コード間）耐電圧

294m/S2耐衝撃
復振幅 1.5mm、10 ～ 55Hz（X,Y,Z 各方向 2時間）耐振動

結線方式

応差

(C) (A)

閉方向

作動範囲

(A) (B)

開方向
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（平行開閉チャック）

開閉動作確認センサ  0,2,3,H/V  D13,E33,D14,E34

・

・

・

・

・

DC 用として、ご使用の場合茶線（白線）が⊕側、青
線（黒線）が⊖側になるように接続してください。
逆に接続した場合にはセンサは作動しますが、ラン
プが点灯しません。
AC のリレー、プログラマブルコントローラ入力に接
続の場合、それらの回路で半波整流をおこなってい
ますと、センサランプが点灯しない場合があります。
その場合、センサリード線接続の極性を逆向きにし
ますとランプが点灯します。

配線が長くなるとその布線容量
になり突入電流が発生し、セン
サの破損又は寿命の低下が発生
しますので、配線長が右表を越
える場合は、下図の接点保護回
路を設けてください。

センサの最大接点容量を超える負荷の使用は避けて
ください。また、定格電流値を下回る場合には、ラ
ンプが点灯しない場合があります。

リレーなどの誘導負荷でお使いになる時は、必ず下
図の接点保護回路を設けてください。

■ 有接点センサの接続

■ 無接点センサの接続

1. 接続の注意

1. 基本回路

2. 接点容量

3. 接点保護

印加
電圧
AC
DC

茶（白）

コンデンサ抵抗

ユーザ配線

保護回路（火花消去回路）
推奨値Ｃコンデンサ0.033～0.1μＦ
Ｒ抵抗1～3ＫΩ
岡谷電機製XEB1K1又は相当品

青（黒）
センサ

負荷

RC

印加
電圧
DC

茶（白）

ユーザ配線

保護回路
一般用整流ダイオード
日立製作所V06Cまたは相当品

青（黒）
センサ

負荷

● チョークコイル
L＝数百μH～数mH
高周波特性にすぐれたもの

茶（白） 青（黒）

2m以内印加
電圧
AC
DC

センサ

負荷

L

● 突入電流制限抵抗
R＝負荷回路側が許す限り大きな抵抗

茶（白） 青（黒）

2m以内印加
電圧
AC
DC

センサ

負荷

R

電圧 配線長

DC 50m
AC 10m

茶（白）

青（黒）

茶（赤）

黒（白）

青（黒）

セ
ン
サ

セ
ン
サ

負
荷

DC10～30V

スイッチ用
負荷用
直流電源

負荷

茶（赤）

黒（白）

青（黒）

セ
ン
サ

負
荷

負荷用直流電源
DC30V以下

センサ用直流電源

●

●

●

●

●

●

ダイオード使用

センサと負荷の電源が同じ場合

センサと負荷の電源が異なる場合

抵抗電圧

チョークコイル使用

コンデンサ、抵抗使用
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開閉動作確認センサ
0,2,3,H/V

D13,E33,D14,E34

●

●

●

誘導負荷（リレー・電磁弁等）を接続使用する場合

容量性負荷（コンデンサ等）を接続使用する場合

リード線配線長が 10m を越える場合

2. プログラマブルコントローラ（シーケンサ）との接続

3. 出力保護回路

●

●

センサＯＦＦ時にサージ電圧が発生しますので、負
荷側に保護回路を必ず設けてください。

センサ ON 時に突入電流が発生しますので、保護
回路を必ず設けてください。

下図のとおり保護回路を必ず設けてください。

シーケンサ内部に電源を内蔵している場合

シーケンサ内部に電源を内蔵していない場合

・チョークコイル

・抵抗使用

2線式

センサ
COM（－）

入力 端子

茶（白）（＋）

青（黒）（－）

青（黒）（－）

茶（白）（＋）

プログラマブル
コントローラ

センサ

3線式

茶（赤）

黒（白）

青（黒）

セ
ン
サ

入
力
端
子

プログラマブル
コントローラ

外部
電源

COM

DC24V

2線式

入力
端子

青（黒）（－）茶（白）（＋）

青（黒）（－）茶（白）（＋）

COM（＋）
プログラマブル
コントローラ

センサ

センサ

3線式

入
力
端
子

茶（赤）

黒（白）
外部
電源

青（黒）

DC
24V COM

プログラマブル
コントローラ

セ
ン
サ

3線式 茶（赤）

黒（白）

誘導負荷にサージ吸収素子を併用した例。

●ダイオード
Ｄ＝日立製作所製　　
V06Ｃ又は相当品　　

青（黒）

負
荷

センサ

3線式

注）R［Ω］の値は、次の式で求めた値以上にしてください。

R＝ ［Ω］ V：電源電圧0.05
V

茶（赤）

ICR

黒（白）

青（黒）

センサ

●チョークコイル
　Ｌ＝数百μＨ～数mＨ

高周波特性にすぐれたもの

2m以内 L

茶（白）

青（黒）

センサ

2線式

負荷

● 突入電流制限抵抗
Ｒ＝負荷回路側が許す限り大きな抵抗

2m以内 R

茶（白）

青（黒）

センサ

負荷

2線式

電源ノイズ吸収回路
Ｃ1＝20～50μＦ
電解コンデンサ（耐圧50Ｖ以上）

Ｃ2＝0.01～0.1μＦ

突入電流制限抵抗
Ｒ1＝20～30Ω
Ｒ2＝負荷側回路が許す限り大きな抵抗を使用する

セラミックコンデンサ

茶（赤）

2m以内
C1 C2 R1

R2黒（白）

青（黒）

センサ

3線式
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開閉動作確認センサ  0,2,3,H/V  D13,E33,D14,E34

■ 配線上の注意

■ 使用上の注意

●

●

●

●

●

●

リード線の色分けに従って正しく接続してく
ださい。接続するときは必ず接続側電気回路
の装置電源を切って作業をおこなってくださ
い。誤配線、負荷の短絡はセンサ・負荷側電
気回路の損傷を招きます。たとえ瞬間的な短
絡であっても、出力回路の焼損につながりま
す。また、通電しながらの作業はセンサ・負
荷側電気回路の破損を招きます。

センサのケーブルには、曲げ・引っ張りなど
の荷重が加わらないようにしてください。特
にセンサケーブル根元に荷重が加わらないよ
う、センサのケーブルを固定するなどの処置
をしてください。
センサのケーブルは、他の電気機器の動力源
とできるだけ離してください。束ねたり、近
くに配線したりすると、誘導電流によりセン
サおよび負荷に悪影響をおよぼします。

リード線にくり返し曲げ応力および、引張力
がかからないよう、配線上ご配慮ください。
可動部には、ロボット用電線等の耐屈曲性の
あるものを接続して、ご使用ください。

並列接続について〔0,2,3,H/V のみ〕

D13,E33,D14,E34 は、負荷との組み合わせ
では使用できない場合がありますので、セン
サの複数接続（直列、並列接続）は避けてく
ださい。

直列接続について〔0,2,3,H/V のみ〕

・

・

・

・

・

・

２線式センサを複数並列に接続して使用する場合、
漏れ電流が接続個数分増加しますので、負荷の仕様
を確認の上、接続個数を決めてください。但し、セ
ンサのランプが暗くなったり、点灯しない場合があ
ります。

２線式無接点センサは１つのセンサがＯＮしてから
ＯＦＦするまでの間は、並列接続されたセンサ両端
の電圧がセンサＯＮ時の内部降下電圧値まで下がり
負荷電圧範囲を下回るため、その他のセンサは、Ｏ
Ｎしなくなります。したがって接続負荷であるプロ
グラマブルコントローラの入力仕様を確認のうえご
使用ください。

３線式無接点センサは、漏れ電流値が非常に小さい
（10 μ A 以下）ため、通常の使用では、問題になる
ことはありません。

２線式センサを複数直列に接続して使用する場合、
センサでの電圧降下は、接続したすべてのセンサの
電圧降下の和となります。負荷側にかかる電圧は、
電源電圧からセンサでの電圧降下分を差し引いたも
のとなりますので、負荷の仕様を確認の上、接続個
数を決めてください。

３線式無接点センサを複数直列に接続して使用する
場合、センサでの電圧降下は、上記２線式と同様に
接続したすべてのセンサの電圧降下の和となりま
す。また、センサに流れる電流は、下図のように接
続したセンサの消費電流と負荷電流の和となります
ので、センサの最大負荷電流を越えない様、負荷の
仕様を確認の上、接続個数を決めてください。

ランプはすべてのセンサがＯＮした時のみ点灯とな
ります。

茶（赤）

黒
（白）

青（黒）
負荷電流＋消費電流×（nー２）

セ
ン
サ

No.n

セ
ン
サ

No.2

セ
ン
サ

No.1

負
荷

茶（赤）

黒（白）

青（黒）

負荷電流＋消費電流×２

茶（赤）

黒（白）

青（黒）

負荷電流 センサ用
負荷用
直流電源

消費電流 消費電流 消費電流

負荷電流＋消費電流
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センサ VR15 用  センサバンド

センサバンド

■ 注意
● センサ VR15 の仕様は A-78 をご覧ください。

●

●

開閉動作確認センサ VR15 用のセンサバンド
です。

スタンダード センサ付タイプに適用します。

チャック型式 バンド型式

X9561S

X9571S
φ18バンド

X9562S

X9572S
φ20バンド
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フロート位置検出センサ  FLS-01

●

●

●

1.

2.

●

アンプ内蔵のフォトセンサを採用のコンパク
トタイプです。

旋回型検出カムのスリット溝で検出するシン
プルな構造です。

応差が小さく、繰り返しの検出精度が高いので
微小差の位置検出をおこなうことができます。

センサの配線をおこなう前に必ず取扱説明書
をお読みください。
配線の前に接続する装置の電源を切ってくだ
さい。

特別な耐外乱光策はおこなっていません。
フォトセンサ部に直接光があたらないようご
配慮ください。

■ 仕様

■ 設置場所

●

●

●

電源は必ず切ってから配線してください。
火災・感電の原因になります。
配線は正しくおこなってください。
誤配線は、火災・感電・誤動作の原因にな
ります。
センサコードには曲げ・引っ張りなどの荷
重が加わらないようにしてください。感電・
誤動作の原因になります。

警告

形式 FLS-01

名称 旋回型検出カム付フォトセンサ

フォト形式 PM-U25（SUNX）

DC5～24V　±10%
（リップルP-P 10%以下）

15mA以下

発光ダイオード 入光時点灯

0.1mm以内

1.0m（キャブタイヤケーブル）

電源電圧

消費電流

NPN トランジスタ・オープンコレクタ出力

1500G　耐久3回耐衝撃性

表示灯

複振幅 1.5mm  10～2000Hz 2時間耐振動

位置繰返し精度

0.1mm以内応差

コード長さ

1mm（フロート位置にて）入光範囲
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※ ワーク寸法公差を加味していただき、充分な
調整・確認作業の上お使いください。

フロート位置検出センサ
FLS-01

●

●

●

●

●

●

●

1.

2.

3.

4.

電源に市販のスイッチングレギュレターを
ご使用になる場合は必ずフレームグランド

（F.G.）端子を接地してください。

センサ取り付け周辺部にノイズ発生源となる
機器（スイッチングレギュレター・インバー
タモータ等）をご使用の場合は、機器のフレー
ムグランド（F.G.）端子を必ず接地してくだ
さい。

高圧線や動力線との並行配列や、同一配線管
の使用は避けてください。誘導による誤動作
の原因となります。

電源投入時の過渡的状態（50ms）を避けて
ください。

センサのコードには、曲げ・引っ張りなどの
荷重が加わらないようにしてください。特に
センサコード根元に荷重が加わらないよう、
センサのコードを固定するなどの処置をして
ください。

センサコードの根元部分と周辺部品が干渉し
ないよう、センサ端面から 10mm 以上のス
ペースを確保してください。

使用しない出力線は、必ず絶縁処理してくだ
さい。

本体のセンサ取付構にセンサを差し込みます。

フロート位置を正常供給位置にセットします。

センサを溝に沿い移動します。

センサの表示灯が点灯する範囲の中央に合わ
せ、締付ネジを締め付けてください。

■ 配線上の注意■ センサの取り付け

■ 接続方法
1. 入・出力回路図

2. 接続図

主
回
路

負荷ZD1
（茶）＋V

ケーブル式リード線の色

＋

－ZD2
Tr2

Tr1

D

（黒）出力 1（注 1）
5～ 24V DC
±10%（白）出力 2（注 1）

50mA MAX.

50mA MAX.

（青）0V

内部回路

（注 1）：使用しない出力線は、必ず絶縁処理してください。

記号… Ｄ：電源逆接続保護用ダイオード
ＺＤ1、ＺＤ2：サージ電圧吸収用ツェナーダイオード
Ｔｒ1、Ｔｒ2：NPN出力トランジスタ

外部接続例

負荷

締付ネジ

入光位置
X9560FL：0～5mm
X9562FL：7.5～12.5mm

5～24V DC
±10%

茶

青

黒（注 1）

白（注 1）

＋

－

負荷

負荷

（注 1）：使用しない出力線は、必ず絶縁処理してください。

リード線の色 出力動作

出力1

出力2
黒

白

入光時ON
遮光時ON

出力動作
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（平行開閉チャック）

用 途

2. 安全上の注意

1. 安全上の注意

危険

●

●

●

●

●

●

1.

2.

3.

下記の用途には使用しないでください。

発火物・引火物などの危険物が存在する場
所で使用しないでください。
発火・引火の可能性があります。

製品は絶対に改造しないでください。異常
動作によるケガ・感電・火災などの原因に
なります。

製品の基本構造や性能・機能に関わる不適
切な分解・組立はおこなわないでください。

製品に水をかけないでください。水をかけ
たり、洗浄したり水中で使用すると、異常
動作によるケガ・感電・火災などの原因に
なります。

製品は火中に投じないでください。製品が
破損したり、有毒ガスが発生する可能性が
あります。

人命および身体の維持、管理に関わる医
療器具
人の移動や搬送を目的とする機構、機械
装置
機械装置の重要保安部品
当該製品は、高度な安全性を必要とする
用途に向けて企画、設計されていませ
ん。人命を損なう可能性があります。

警告

この MEPAC（平行開閉チャック）は、圧縮エア
により作動する把持ユニットで自動機に取り付け
ワークピースを把持するための製品です。

（メカタイプは外部駆動です。）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

本体へ力を加え、ワークピースの圧入また
は引き抜きは、おこなわないでください。
破損し、ケガの原因になります。

本体を高速で回転させないでください。遠
心力によるクランプ力の低下によりワーク
ピースが脱落し、ケガの原因になります。

急激なショックを与えないでください。
チャックが破損または一時的にクランプ力
の低下によりワークピースが脱落し、ケガ
の原因になります。

フローティングタイプはフロートエンド
（フローティング機構のストロークエンド）
で、使用しないでください。チャックが破
損または、フィンガ誤作動によりワーク
ピースが脱落し、ケガの原因になります。

製品を取り付ける際には、必ず確実な保持、
固定をおこなってください。製品の落下・
異常作動などによってケガをする可能性が
あります。

直射日光（紫外線）のあたる場所、塵埃、
鉄分、鉄粉のある場所、有機溶剤、リンサ
ンエステル系作動油、亜硫酸ガス、塩素ガ
ス、酸類などが含まれている雰囲気中で使
用しないでください。短期間で機能が喪失
したり急激な性能低下もしくは寿命の低下
を招きます。

製品にエアを供給する前、および作動させ
る前には、必ず機器の作動範囲の安全確認
をおこなってください。不用意にエアを供
給すると可動部との接触によりケガをする
可能性があります。

製品の作動中または、作動できる状態のと
きは機械の作動範囲に立ち入らないでくだ
さい。
当該製品が不意に動くなどしてケガをする
可能性があります。

製品に関わる保守・点検・整備、または交
換などの各種作業は、必ずエアの供給を完
全に遮断してからおこなってください。

注意
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用途

3. 開閉動作の種類とその用途

●

●

エア圧力やフィンガ開閉スピードを必要以
上に上げないでください。衝撃荷重が倍加
され、破損・ケガの原因になります。

フィンガアタッチメントを必要以上に重く
すると衝撃荷重が倍加され、チャック破損・
ケガの原因になります。

警告

●

●

エコ マルチタイプ、スタンダードセンサ
付タイプ、スマートタイプの本体にはマグ
ネットが内蔵されています。
磁性体を嫌う環境（鉄粉堆積、周囲のシリ
ンダ用センサ、ワークなど）ではエコ タ
イプなどセンサ無しタイプを使用してくだ
さい。

つかんでいる状態で、エアが切れるとワー
クピースが脱落するタイプがあり、ケガや
破損の原因になります。
フェイルセーフを十分にご検討の上、選定
してください。

注意

注意

●

●

●

●

●

●

機械装置などの作動部分は、人体が直接触れ
ることがないよう防護カバーなどで隔離して
ください。

製品を扱う場合は、必要に応じて保護手袋、
保護メガネ、安全靴などを着用して安全を確
保してください。

製品が使用不能、または不要になった場合は
産業廃棄物として適切な廃棄処分をおこなっ
てください。

この製品をシステムへ組み込むにあたり、取
り扱い上の注意事項の内容を落とすことなく
システムの取扱説明書に付加し、システムの
取扱者に必ず遵守させてください。
なお、その使い方によって新しく付加しなけ
ればならない安全に関する注意事項は、落と
すことなく取扱説明書に付加してください。

MEPAC には単動型常時開タイプと単動型常
時閉タイプ、復動タイプの 3 種類があります。

単動型・復動型チャックの使い方は下記に
従ってください。

（2Fスタンダードのみ不可）

単　動

可

不可

不可

可

可

可

タイプ

つかみ
方向

NOタイプ
（常時開）

NCタイプ
（常時閉）

可

可

エコ タイプ
復　動




